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高
梨
氏
館
跡
は
、
中
世
の
方
形
居
館
で
、

東
西
約
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
持
つ
北
信
地
方
最

大
の
館
跡
で
す
。

　

館
跡
は
、
四
方
に
堀
及
び
土
塁
が
残
さ

れ
て
お
り
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
平
成
四

年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
公
園
整
備
の
た

め
の
発
掘
調
査
で
は
、
門
跡
一
棟
、
礎
石

建
物
跡
五
棟
、
掘
立
建
物
跡
七
棟
、
庭
園

跡
等
が
、
い
ず
れ
も
良
好
な
状
態
で
検
出

さ
れ
ま
し
た
。
中
世
の
庭
園
遺
構
は
長
野

県
唯
一
の
事
例
と
な
り
ま
す
。
ま
た
土
塁

の
断
ち
割
り
調
査
で
は
、
少
な
く
と
も
土

塁
が
三
段
階
の
構
築
過
程
を
経
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
史
跡
指
定
で
は
、
北
信
地
方

の
有
力
武
士
団
で
あ
る
高
梨
氏
の
戦
国
時

代
の
館
跡
で
、
庭
園
跡
や
土
塁
の
三
段
階

以
上
の
構
築
過
程
等
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

は
、
中
部
地
方
の
中
世
史
、
戦
国
時
代
史

を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
、
中
野
市
小
舘
一
〇
六
九
―
一
ほ
か
二

十
八
筆
、
面
積
一
二
、
四
四
一
・
六
九
平

方
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
が
国
の
史
跡
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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高
梨
氏
館
跡
は
、
平
安
時
代
末
期
に
始

ま
る
頼
季
流
信
濃
源
氏
の
有
力
武
士
団
で

あ
る
高
梨
氏
の
築
造
に
よ
る
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
高
梨
氏
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら

室
町
時
代
に
か
け
て
北
信
地
方
に
お
い
て

勢
力
を
拡
大
し
、
戦
国
時
代
中
頃
ま
で
に

は
中
野
地
方
周
辺
の
対
抗
勢
力
を
制
圧
、

完
全
に
支
配
下
に
お
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
勢
力
拡
大
の
過
程
の
な
か
、
高
梨
氏

は
本
拠
地
を
現
在
の
館
跡
地
に
据
え
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

戦
国
時
代
後
半
、
甲
斐
武
田
氏
と
越
後

上
杉
氏
の
抗
争
が
激
し
く
な
り
、
武
田
氏

の
勢
力
が
北
信
地
方
に
及
ぶ
と
、
高
梨
氏

は
か
ね
て
か
ら
親
交
の
深
い
上
杉
氏
を
頼

り
、
越
後
に
退
去
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

武
田
氏
滅
亡
後
、
し
ば
ら
く
し
て
北
信
地

方
が
上
杉
氏
の
所
領
と
な
る
と
、
高
梨
氏

も
本
領
の
一
部
を
回
復
し
、
再
び
高
梨
氏

館
跡
を
本
拠
地
と
し
ま
し
た
。

　

慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
、
上
杉
氏
が

会
津
に
移
封
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
高
梨
氏

も
会
津
へ
と
移
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
の

間
の
館
跡
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
七
世
紀
後
半
、
中

野
地
域
の
高
梨
氏
譜
代
で
あ
る
と
す
る
畔

上
六
兵
衛
ら
が
、
高
梨
氏
館
跡
を
尾
張
高

梨
家
（
十
六
世
紀
後
半
に
東
海
地
方
に
移

り
、
尾
張
藩
士
と
な
る
高
梨
氏
の
系
統
）

に
進
上
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
高
梨

氏
館
跡
は
尾
張
高
梨
家
の
管
理
下
と
な
り
、

明
治
九
年
に
は
尾
張
高
梨
家
の
末
裔
が
館

跡
を
所
有
、
後
に
居
住
す
る
に
至
り
ま
す
。

　

高
梨
氏
館
跡
は
、明
治
期
に
高
梨
氏（
尾

張
高
梨
家
）
が
移
り
住
ん
で
以
降
、
高
梨

氏
の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

六
十
一
年
に
高
梨
氏
か
ら
譲
渡
の
申
し
出

が
あ
り
、
居
宅
部
分
を
残
し
て
中
野
市
が

所
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

居
宅
部
分
も
高
梨
氏
が
転
居
す
る
こ
と
を

受
け
て
中
野
市
の
所
有
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
高
梨
氏
館
跡
の
譲
渡
を
受
け
、

館
跡
を
都
市
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

を
計
画
し
、
公
園
整
備
の
た
め
の
発
掘
調

査
（
昭
和
六
十
一
年
〜
平
成
四
年
）
実
施

後
、
館
跡
を
都
市
公
園
法
に
基
づ
く
近
隣

公
園
「
高
梨
館
跡
公
園
」
と
し
て
整
備
し

ま
し
た
。
現
在
も
歴
史
的
雰
囲
気
を
持
っ

た
憩
い
の
場
と
し
て
市
民
等
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
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昨
年
十
一
月
十
七
日
、
文
化
審
議
会
が
国
の
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
し
て
い
た
「
高
梨
氏
館
跡
」
が
、
二
月
六
日
付
け
で
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
世
の
城
館
跡
と
し
て
は
、
長
野
県
唯
一
の
国
史
跡
の
指
定
で
あ
り
、
中
野
市
で

は
、
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
四
日
に
指
定
を
受
け
た
天
然
記
念
物
「
十
三
崖
の
チ

ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
繁
殖
地
」
に
次
い
で
、
二
つ
目
の
国
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。
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▲鴨ヶ嶽から見た高梨氏館跡
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昭
和
六
十
一
年
か
ら
平
成
四
年
に
か
け

て
実
施
さ
れ
た
公
園
整
備
の
た
め
の
発
掘

調
査
は
、
原
則
と
し
て
最
初
の
遺
構
面
の

確
認
ま
で
に
と
ど
め
る
条
件
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
が
、
数
多
く
の
遺
構
、
遺
物
が
検

出
さ
れ
大
き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
特
に
庭
園
跡
と
土
塁
の
構
築
過

程
に
つ
い
て
の
発
見
が
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

○
庭
園
跡

　

庭
園
は
、
京
都
文
化
の
取
り
込
み
に
熱

心
だ
っ
た
高
梨
氏
が
最
盛
期
の
頃
築
庭
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
規
模
は
約
六

メ
ー
ト
ル
×
八
メ
ー
ト
ル
で
、
庭
園
内
の

池
の
汀
は
岩
及
び
川
原
石
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
滝
口
は
三
個
の
立
石
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
川
原
石
を
用
い
た
州
浜

状
の
遺
構
が
あ
り
、
池
の
中
央
に
は
や
や

大
き
め
の
岩
が
三
個
配
さ
れ
、
島
を
形
成

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
給
水
溝
、

排
水
溝
が
明
確
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
枯
山
水
様
式
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
方
形
居
館
内
に
お
い
て
庭
園
跡

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
県
内
で
は
唯
一

の
例
で
あ
り
、
ま
た
北
信
地
方
の
武
士
団

で
あ
る
高
梨
氏
が
、
庭
園
を
伴
う
方
形
居

館
を
築
い
て
い
た
点
は
、
文
化
的
レ
ベ
ル

の
高
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

○
土
塁

　

土
塁
の
断
ち
割
り
調
査
に
よ
り
、
南
側

の
土
塁
は
、
内
部
に
築
地
塀
状
の
遺
構
が

存
在
し
、
そ
れ
を
補
強
す
る
よ
う
に
造
ら

れ
た
版
築
（
中
国
式
の
土
壇
・
土
壁
の
築

造
法
で
、
板
枠
の
中
に
土
を
入
れ
て
突
き

固
め
、
層
を
重
ね
て
つ
く
る
方
法
）
状
の

土
塁
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
覆
う
よ
う

に
し
て
土
砂
が
積
み
重
ね
ら
れ
現
在
の
土

塁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
方
形
居
館

の
土
塁
は
当
初
か
ら
の
も
の
で
な
く
、

一　

築
地
塀
の
段
階

二　

版
築
状
の
土
塁
の
段
階

三　

現
在
の
土
塁
の
段
階

の
少
な
く
と
も
三
段
階
の
構
築
過
程
を
経
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
結

果
は
、
方
形
居
館
の
発
展
過
程
を
考
え
る
う

え
で
、
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
す
。
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鴨
ヶ
嶽
城
跡
は
、
館
跡
の
東
側
に
そ
び

え
る
鴨
ヶ
嶽
の
頂
上
に
あ
り
、
高
梨
氏
館

の
山
城
（
詰
城
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
居
館
と
の
標
高
差
は
約
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
で
、
尾
根
に
沿
っ
て
南
北
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
堀
切
等
の
遺
構

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鴨
ヶ
嶽
城
跡
は
、
中
世
の
地
方
豪
族
の

館
跡
が
、
山
城
と
共
に
ほ
ぼ
原
型
を
と
ど

め
て
い
る
こ
と
が
貴
重
で
あ
る
と
い
う
理

由
で
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
三
日
に
、
高

梨
氏
館
跡
と
共
に
長
野
県
史
跡
「
高
梨
氏

城
跡
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
高
梨
氏
館
跡
の
国
史
跡
指
定
範
囲
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
居
館
と
対

に
な
る
山
城
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

 
問
い
合
わ
せ
先

 
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
係
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線
３
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８
）

▲当時の姿に復元された庭園

▲構築過程が見て取れる南側土塁断面
（発掘調査時）

▲高梨氏館跡から鴨ヶ嶽を仰ぎ見る
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二
月
六
日
、
高
梨
氏
館
跡
が
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
の
日
に
、
館
跡
の

館
主
だ
っ
た
高
梨
氏
の
子
孫
に
当
た
る

高
梨
政
延
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
所

蔵
す
る
江
戸
時
代
や
明
治
の
古
文
書
約

七
〇
〇
点
を
市
に
寄
託
し
ま
し
た
。

　

高
梨
政
延
さ
ん
は
、
江
戸
時
代
に
尾

張
徳
川
家
に
仕
え
た
尾
張
高
梨
家
の
二

十
九
代
目
に
当
た
り
ま
す
。
古
文
書
は

代
々
尾
張
高
梨
家
に
伝
わ
っ
て
き
た
史

料
で
、
江
戸
時
代
に
高
梨
氏
の
普
代
衆

が
館
跡
を
維
持
管
理
し
て
き
た
こ
と
な

ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
当
面
、
古
文
書
を
市
歴
史
民

俗
資
料
館
で
保
管
す
る
予
定
で
す
。

▲高梨政延さんから青木市長に古文書が寄託されました
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郷
土
玩
具
中
野
土
人
形
（
中
野
人
形
・
立
ヶ

花
人
形
）
を
抽
選
販
売
し
ま
す
。
な
お
、
即
売
後

も
出
展
さ
れ
た
人
形
は
展
示
会
で
見
学
で
き
ま
す
。

抽
選
会

 （
販
売
会
場
へ
の
入
場
の
権
利
及
び
順
番
を
決
定
）

日
時　

三
月
三
十
一
日
午
前
十
時
抽
選
開
始

場
所　

中
野
陣
屋
前
広
場

※
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
整
理
券
を
配
布
い
た

し
ま
す
。
整
理
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

抽
選
で
き
ま
せ
ん
。

即
売
会

日
時　

三
月
三
十
一
日
午
前
十
一
時
即
売
開
始

場
所　

中
野
商
工
会
議
所

展
示
会

日
時　

・
三
月
三
十
一
日
午
後
三
時
〜
八
時

　
　
　

・
四
月
一
日
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
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全
国
の
土
人
形
が
購
入
で
き
る
日
本
唯
一
の

販
売
会
で
す
。

場
所　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館
前
柳
並
木
通
り
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巡
り
逢
い
の
ロ
マ
ン
が
人
気
の
「
月
の
兎
」

を
販
売
し
ま
す
。
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中
野
人
形
制
作
・
奈
良
久
雄
さ
ん
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
土
人
形
の
絵
付
け
体
験
が
で
き
ま
す
。
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場
所　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時　

三
月
三
十
一
日
午
後
六
時

　
　
　

中
野
商
工
会
議
所
前
出
発
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�
�



日
時　

三
月
三
十
一
日

　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
二
時
三
十
分

場
所　

中
野
陣
屋
前
広
場

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

期
日　

三
月
三
十
一
日

時
間
及
び
場
所

・
午
後
一
時
三
十
分
〜　

中
野
陣
屋
前
広
場

・
午
後
五
時
〜　

商
工
会
議
所
前
ス
テ
ー
ジ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

日
時　

四
月
一
日
午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時

場
所　

中
野
陣
屋
前
広
場

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�

日
時　

四
月
一
日
午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時

場
所　

中
央
広
場
公
園

�
�
�
�

倉
石
享
子
作
手
描
友
禅
染
の
れ
ん
・
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
展
示
即
売
、
ま
ち
か
ど
土
び
な
展
、
北
信

州
な
か
の
自
慢
市
、
中
野
市
産
き
の
こ
を
使
っ

た
き
の
こ
汁
サ
ー
ビ
ス
な
ど

���������	
��
���

���������	
���������
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北
信
州
に
春
を
呼
ぶ��������������
��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�
�

　

土
人
形
の
里
・
中
野
市
に
住
む

皆
さ
ん
に
、
土
人
形
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
一
日
か
ら
本
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
四
カ
月
間
の
募
集

期
間
内
に
、
合
計
四
百
二
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
応
募
い
た

だ
き
、 あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

去
る
二
月
六
日
に
審
査
委
員
会

を
開
催
し
、
応
募
い
た
だ
い
た
作

品
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
皆
さ
ん
は
、
次
の
方
々
で
す
。

　

な
お
、
三
月
三
十
一
日
の
午
前

九
時
か
ら
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
小
学
校
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞　

丸
山
真
弥 
さ
ん

　

優
秀
賞　

池
田
未
来 
さ
ん

　
　
　
　
　

郷
道
あ
ず
さ 
さ
ん

　
　
　
　
　

牧
さ
く
ら 
さ
ん

○
小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞　

郷
道
み
ち
る 
さ
ん

　

優
秀
賞　

大
山
法
久 
さ
ん

　
　
　
　
　

鈴
木
智
也 
さ
ん

　
　
　
　
　

中
島
愛
実 
さ
ん

○
中
高
生
の
部

最
優
秀
賞　

小
林
彩
未 
さ
ん

　

優
秀
賞　

阿
部
早
也
花 
さ
ん

　
　
　
　
　

郷
道
し
お
り 
さ
ん

　
　
　
　
　

竹
内
優 
さ
ん

○
一
般
の
部

最
優
秀
賞　

小
林
ふ
み
子 
さ
ん

　

優
秀
賞　

池
田
修 
さ
ん

　
　
　
　
　

市
川
富
美
子 
さ
ん

　
　
　
　
　

松
本
加
代
子 
さ
ん

※
こ
の
他
、
佳
作
に
四
十
点
、
特

別
賞
に
三
十
三
点
が
入
選
し
ま

し
た
。 詳
し
く
は
、市
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
����
�
�
�
�
�

���

期
間　

三
月
二
十
九
日
〜
四
月
一
日

場
所　

中
町
・
綿
貫
宅
（
中
野
陣

屋
前
広
場
向
か
い
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
５
９
）

�����
����� ��������	
���
����

��������

▲小学校
　低学年の部

▼小学校
　高学年の部

▲中高生の部

▼一般の部

５　平成１9年３月　広報なかの

��������	
����
�
��������	
��
�����
　平成１７年度から進めてきた中野市総合計画の策定については、平成
１８年９月に基本構想の議決、１２月には前期基本計画の策定が完了し、
このほどこれらを踏まえた事業計画である実施計画（平成１９年度～
２１年度)が策定されました。広報なかの１月号でお知らせしたとおり、
４月から新しい中野市総合計画に基づき、都市像「緑豊かなふるさと文
化が香る元気なまち」をめざしたまちづくりがスタートします。
　前期基本計画の策定にあたり、貴重なご意見・ご要望をお寄せいただ
きありがとうございました。お寄せいただいた主なご意見等と、それに
対する市の考え方をまとめましたので、ここでお知らせします。

�
２
月　

日
に
実
施
計
画
の
答
申
が

14

出
さ
れ
ま
し
た

回　　　　　　　　答パブリックコメント意見

　リーディングプロジェクトは、都市像の実現に向け、先導的に取り組む課題に対して、
前期基本計画の計画期間に戦略的・重点的に取り組む施策を位置づけ、総合的・横断的な
視点から推進することとしたものです。
　ご指摘の「暮らしに直結する」施策については、基礎的行政サービスとして基本計画の
施策体系に位置付け、計画に基づき着実に実施していくこととしております。

・リーディングプロジェクトとはどういう意
味か。
・重点策の意味であれば、市民全体の暮らし
に直結するものを挙げてほしい。

　近年、インターネットなどの情報通信環境の市民生活における重要性はますます高まっ
ており、道路や水道などと同様に地域の基本インフラとして不可欠の存在になってきてお
ります。
　本市における情報通信基盤は、旧市村の整備状況の違いから格差が生じており、民間で
整備できない部分を含めて光ファイバー伝送路を全市的に整備することにより格差解消
を図ると同時に、有線テレビの一元化を促進する必要があります。
　基盤整備により情報提供手段の多元化が図られ、市の広報や防災・防犯などの行政情報
を提供することにより、安全・安心なまちづくりにも資するものと考えております。
　また、市民の情報入手方法については、選択肢が増えることにより自由度が高まるもの
と考えております。

・高度情報化プロジェクトでは、全戸に光フ
ァイバーによる有線テレビを設置するよう
に受けとれるが、そのために莫大な費用を
かけることには賛成できない。市公式ホー
ムページのアクセスも現在のままで不便は
なく、５年後のアクセス目標件数が１２万件
程度であれば特に高速化の必要もないと思
う。
・情報共有のまちづくりでは、情報の選択は
個人の自由であり、情報を得る手段も自由
で良いと思う。

　健(検）診費用の一部有料化については、「自分の健康は、自分でつくる」という意識を
高めるために、極力住民の皆さんのご負担にならないよう、200円から500円（上限）の範
囲で、負担することにより健診の重要性が高まるものと考えています。また、健康への意
識高揚により、予防事業さらには健診後のフォロー事業への積極的な参加により、疾病の
早期発見、早期治療に結びつくものと考えています。
　次に分煙等について、当市においても、「なかの健康ライフプラン２１」として平成15年
度を初年度とした健康づくり計画を策定しました。それに基づき現在取り組みをしている
ところであります。中でも分煙に関しては、庁舎に関しては分煙を徹底しており、他の公
共施設においても分煙の徹底をお願いしているところであります。今後においても、公共
施設をはじめ学校や職場などにおいても間接喫煙をなくすための分煙の促進を図ってま
いります。

・病気の早期発見、早期治療により、医療費
の抑制はできないか。
・検診の受診率を上げるため、ドック費用の
一部を助成することは良いことだが、来年
度から検診費用を有料化するという矛盾は
どこから来るか。
・他市町村では住民の健康について具体的な
指標を定めて施策を行っている。例えば長
野市では、喫煙率を下げることも健康維持
のための重要な要素ととらえていて、禁煙
のための教室なども開かれているようであ
る。中野市では分煙すら徹底されていない。

　基本構想、基本計画の策定にあたっては、今後の財政見通しを勘案するなかで財政状況
を踏まえ進めてきております。
　また、基本計画については、中間年(平成２３年)において見直しを行うこととしております。
　今回初めての取り組みとして指標の設定を行いましたので、ＰＤＣＡサイクルによる計
画の進行管理を行う中で、改善、修正を図っていきたいと考えております。
　また、今回の計画では、｢協働のまちづくり｣を進めることとしており、市民参加が最も
重要であると考えておりますので、ご指摘の点を踏まえて、計画の実現に努めてまいりま
す。

・基本構想や基本計画を練ることの取り組み
は重要であり、今後、見直しの機会のたび
に改善・修正を行い、より良いものに仕上
げることが必要である。
・長期で大型の基本構想の実現には、構想の
最初から、施策、工程、予算等が論じられ
ていることが不可欠。また、計画を効率的
に実施していくためには、民間企業やＮＰ
Ｏの活用や住民へのアンケートなどによる
住民意志の確認をしながら行うことも大切
と考える。

　今回の計画策定過程では各小学校区で市民懇談会を開催しました。
　市民参加については様々な形が考えられますので、具体的数値は設定していませんが、
今後、協働のまちづくりに向けた施策を企画検討していきたいと考えております。

・市民参加については、具体的な数値目標
（各小学校区単位で最低年２回など）を適
切に設定してほしい。

　学校評議員には地域の代表となる人を学校長が選任し、意見をお聞きしたり学校評価を
していただき、学校運営に反映しています。　公開については学校とも検討しなければな
りませんが、｢学校だより｣等に掲載するということも考えていきたいと思います。
　誰でも自由に授業参観ができるようにすることについては、学校安全の点から困難です
が、その中でもできるだけ地域の方に授業等を参観してもらう機会を学校では設けていま
す。
　特色ある学校づくり事業の中で現在も地域の方々に講師をお願いして、地域学習や栽培
活動などいろいろな事業を実施していますが、人材バンクというご提案については、学校
と相談してみたいと思います。

地域住民の学校づくりへの参加を促進するた
めの提案として、
・学校評議員の活動の紹介や校長との意見交
換の場の公開。
・学校、保護者、地域住民との意見交換の場
をつくるとともに、誰でも自由に授業参観
ができるよう、学校の安全に配慮しつつ開
かれた学校づくりを進めるべき。
・地域の人材等を活用した特色ある学校づく
りのため、人材バンクを創設する。
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投
票
日　

四
月
八
日�

投
票
場
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
各
投
票
所

投
票
時
間　

午
前
七
時
〜
午
後
八
時

※
次
の
投
票
所
で
は
投
票
時
間
が

　

繰
り
上
げ
と
な
り
ま
す
。

●
午
前
七
時
〜
午
後
六
時

第
二
十
八
投
票
所

牧
ノ
入
公
会
堂
（
牧
ノ
入
・
中
小

屋
地
区
）

●
午
前
七
時
〜
午
後
七
時

第
三
十
三
投
票
所

硲
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
（
硲
・
奥

手
山
地
区
）

第
三
十
四
投
票
所

穴
田
公
民
館
（
穴
田
・
毛
野
川
地
区
）

第
三
十
五
投
票
所

豊
田
公
民
館
永
田
地
区
館
（
南
永

江
、
北
永
江
、
三
俣
、
赤
坂
、
豊

田
深
沢
地
区
）

第
三
十
六
投
票
所

西
組
公
民
館
（
親
川
・
涌
井
・
梨

久
保
地
区
）

中
野
市
で
投
票
で
き
る
方

　

昭
和
六
十
二
年
四
月
九
日
以
前

に
生
ま
れ
、
平
成
十
八
年
十
二
月

二
十
九
日
ま
で
に
中
野
市
の
住
民

と
な
っ
た
（
転
入
届
を
出
し
た
）

方
で
、
引
き
続
き
中
野
市
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

※
平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
日
以

降
、
長
野
県
内
の
市
町
村
間
で

住
所
を
一
回
だ
け
異
動
し
た
方

は
、
旧
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
市
町
村

長
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
長

野
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
を
お
持
ち
い
た
だ
け

れ
ば
、
前
住
所
地
で
投
票
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

中
野
市
は
下
高
井
郡
（
山
ノ
内

町
・
木
島
平
村
・
野
沢
温
泉
村
）

と
合
区
（
一
つ
の
選
挙
区
）
と
な

り
、
中
野
市
・
下
高
井
郡
選
挙
区

と
し
て
議
員
定
数
は
二
名
で
す
。

開
票
日　

四
月
八
日�
即
日
開
票

時
間　

午
後
九
時
十
分
か
ら

会
場　

長
野
県
中
野
勤
労
者
福
祉

　
　
　

セ
ン
タ
ー

○
市
役
所
本
庁
一
階

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

期
間　

三
月
三
十
一
日�
〜
四
月

　
　
　

七
日�

時
間　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
八
時

○
豊
田
支
所
一
階

期
間　

四
月
五
日�
〜
七
日�

時
間　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後

　
　
　

五
時
三
十
分

●
郵
便
等
投
票
制
度

　

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
投

票
所
へ
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
を
対
象
と
し
て
、
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る （
自
宅
等
で
投
票
用
紙
に
記

入
す
る
こ
と
の
で
き
る
） 制
度
で
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対
象
者

　

左
の
表
に
該
当
す
る
方

　
●
代
理
記
載
制
度

　

自
宅
で
「
代
理
記
載
人
」
に
、

投
票
に
関
す
る
記
載
を
し
て
も
ら

う
制
度
で
す
。

代
理
記
載
制
度
の
対
象
者

　

左
上
の
表
に
該
当
す
る
方
で
、

次
の
障
害
を
お
持
ち
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害

が
一
級
の
方

・
戦
傷
病
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で

上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
が
特

別
項
症
か
ら
第
二
項
症
の
方

※
代
理
記
載
人
は
、
選
挙
権
の
あ

る
方
に
限
ら
れ
て
お
り
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
届
出
に
は

代
理
記
載
人
と
な
る
こ
と
の
同

意
書
・
宣
誓
書
を
添
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
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�
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�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
��
�

��������	
��

　市では、教職員住宅跡地の売却を実施いたします。
購入をご希望の方はお申込みください。

応募対象者　・市内に住所または勤務先を有する個人の方
　　　　　　・市税等を滞納していない方
申込期限　平成19年４月10日�まで
決定方法　条件付一般競争入札により決定
申し込み・問い合わせ先
市役所財政課管財係（�２２－２１１１内線２２２）

▲①の物件 ▲②の物件

最低売却価格 （円）地目面積(㎡)所在地物件
番号

2,212,000宅地126.60 大字上今井3041番６①

1,710,000宅地201.31 大字穴田55番４②

障害の程度傷病名対象者

１級・２級両下肢 ・ 体幹 ・ 移動機能の障害
身体障害者手
帳をお持ちの
方で　　　　

１級・３級心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう
・直腸・小腸の障害

１級～３級免疫の障害
特別項症から
第２項症まで両下肢・体幹の障害戦傷病手帳を

お持ちの方で
　　　 特別項症から

第３項症まで
心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう
・直腸・小腸の障害

要介護区分対象者

要介護５介護保険の被保険者証交付者

�
�
�

�
�
�
�
�

��������	


　

な
お
、
郵
便
に
よ
る
投
票
の
手

続
き
を
行
う
に
は
証
明
書
等
が
必

要
で
す
。
証
明
書
の
郵
送
等
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（�

�
２
１
１
１
内
線
３
２
４
）

��
�

期
日　

三
月
十
四
日�

時
間　

午
後
一
時
か
ら

場
所　

長
野
県
庁
講
堂 （
長
野
市
）

問
い
合
わ
せ
先　

北
信
地
方
事
務
所
地
域
政
策
課

（�
０
２
６
９�
０
２
０
１
）

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
手
続
等
説
明
会

７　 平成１9年３月　広報なかの

　

区
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り

組
み
、
ま
た
、
区
と
市
と
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

く
、
平
成
十
九
年
度
の
区
長
さ
ん

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

中
野
地
区　

中
町
・
中
山
登
、
西

町
・
江
村
登
三
男
、
東
町
・
山
本

勝
宣
、
松
川
・
小
林
敦
、
普
代
・

北
村
通
、
東
松
川
・
横
田
久
夫
、

一
本
木
・
湯
本
巖
、
栗
和
田
・
白

井
長
人
、
西
条
・
小
根
澤
進
、
上

小
田
中
・
町
田
親
穗
、
下
小
田
中

・
豊
田
政
男
、
東
吉
田
・
傳
田
照
夫

日
野
地
区　

間
山
・
小
林
忠
一
、

新
野
・
浦
野
良
平
、
更
科
・
小
菅

清
行
、
高
遠
・
市
川
甲
一
、
東
山

・
小
林
洋
一

延
徳
地
区　

桜
沢
・
佐
藤
豊
、
大

熊
・
柴
本
貞
夫
、
北
大
熊
・
清
水

益
夫
、
小
沼
・
小
林
孝
、
篠
井
・

大
井
清
志
、
新
保
・
押
鐘
義
雄

平
野
地
区　

西
江
部
・
神
田
六
郎
、

東
江
部
・
湯
本
安
茂
、
泉
・
板
野

芳
雄
、
岩
船
・
町
田
隆
夫
、
片
塩

・
清
水
文
三
、七
瀬
・�
波
利
行
、吉

田
・
竹
内
哲
良
、
長
嶺
・�
梨
政
延

高
丘
地
区　

安
源
寺
・
石
田
正
芳
、

草
間
・
金
井
光
正
、
日
和
・
武
田

優
、
立
ヶ
花
・
西
原
仁
、
牛
出
・

有
賀
章
一
、
栗
林
・
小
林
正
治
、

大
俣
・
馬
場
義
伸

長
丘
地
区　

田
麦
・
長
張
巖
、
厚

貝
・
黒
川
康
宏
、
壁
田
・
養
田
央

文
、
古
牧
・
若
林
重
宏

平
岡
地
区　

竹
原 ・
小
沢
幸
三
、金

井
・�
坂
精
一
、
西
笠
原
・
塚
田

好
道
、
東
笠
原
・
白
井
三
二
、
新

井
・
春
原
助
義
、若
宮
・
田
中
昭
、北

間
長
瀬
・
海
谷
求
、
南
間
長
瀬
・

久
野�
良
、
長
元
坊
・
村
田
勇
一

科
野
地
区　

赤
岩
・
須
藤
虎
夫
、

深
沢
・
徳
永
通
典
、
越
・
渡
邊
博

倭
地
区　

岩
井
・
内
河
富
雄
、
岩

井
東
・
山
岸
常
明
、
田
上
・
市
村

明
、
柳
沢
・
渡
邉
善
明
、
中
小
屋

・
山
岸
由
定

豊
津
地
区　

替
佐
・
小
橋
要
、
笠

倉
・
割
田
藤
夫
、
硲
・
小
林
孝
仁
、

奥
手
山
・
宮
本
郁
夫
、
美
沢
・
平

山
修
嗣

永
田
地
区　

穴
田
・
割
田
典
昭
、

毛
野
川
・
滝
澤
誠
一
、
南
永
江
・

西
沢
隆
善
、
北
永
江
・
中
島
義
一
、

梨
久
保
・
水
越
繁
雄
、
涌
井
・
北

澤
宏
和
、
親
川
・
北
澤
逸
雄
、
三

俣
・
市
川
一
行
、
赤
坂
・
西
野
準

一
郎
、
豊
田
深
沢
・
清
水
博
定　

※
牧
ノ
入
区
及
び
上
今
井
区
は
、

　

来
月
号
の
広
報
な
か
の
で
お
知

　

ら
せ
し
ま
す

市
区
長
会
の
役
員
が
決
定

　

二
月
二
十
三
日
、
平
成
十
九
年

度
の
定
期
総
会
を
中
野
勤
労
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
各
役
員

が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
長　

柴
本
貞
夫　
　

副
会
長　

湯
本
巖
、
西
原
仁
、
久

野�
良
、
小
橋
要　

理
事　

浦
野
良
平
、 町
田
隆
夫
、長

張
巖
、 須
藤
虎
夫
、 渡
邉
善
明
、 上

今
井
区
長
、 割
田
典
昭  （
敬
称
略
）

��������	
��
�������

　

平
成
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
、
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
く
給
付
に
対
す
る
利
用
者
負
担

に
つ
い
て
、
新
た
な
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

軽
減
制
度
を
新
た
に
受
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ

る
方
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
を
お
送
り
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
条
件

下
記
の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯
の
利
用
者

・
平
成
十
八
年
度
分
の
市
民
税
の
所
得
割
課
税

　

額
が
一
〇
万
円
未
満
の
方

・
資
産
要
件
に
つ
い
て
は
、
単
身
世
帯
の
場
合

　

は
五
〇
〇
万
円
以
下
、
家
族
が
居
る
世
帯
の

　

場
合
は
一
、
〇
〇
〇
万
円
以
下
（
生
活
保
護

　

世
帯
を
除
く
す
べ
て
）
の
方

※
な
お
、
四
月
よ
り
軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め

　

に
は
、
申
請
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
の
で
、
期
日
ま
で
に
ご
提
出
を
お
願
い
い

　

た
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（�
�
２
１
１
１

内
線
２
９
４
）
ま
た
は
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課

福
祉
係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
６
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て

き
た
長
野
地
方
法
務
局
中
野
出
張
所
は
、
不
動

産
登
記
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
と
同
時
に
、

飯
山
支
局
へ
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
中
野
出
張
所
で
取
り
扱
っ
て

い
る
中
野
市
及
び
山
ノ
内
町
に
あ
る
不
動
産
の

登
記
（
土
地
・
建
物
）
に
つ
い
て
は
、
飯
山
支

局
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
り
取
り
扱
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
社
の
登
記
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

飯
山
支
局
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
統
合
実
施
日　

四
月
九
日�

○
飯
山
支
局
所
在
地　

〒
３
８
９
‐
２
２
５
３

　

飯
山
市
大
字
飯
山
一
〇
八
〇
番
地

　

（�
０
２
６
９�
２
３
０
２
㈹
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
長
野
地
方
法
務
局
総
務

課
（�
０
２
６
（　

）
６
６
１
１
㈹
）
へ
直

235

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
財
政
課
管
財
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
２
２
）
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転居等の手続き　水道関係

転居の手続き　市民課関係

平成１9年３月　広報なかの  ８

　

市
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が

あ
ら
ゆ
る
機
会
と
場
所
に
お
い
て
、

自
主
的
に
子
ど
も
が
読
書
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、「
中
野
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
今

回
、
そ
の
計
画
（
案
）
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
と
は
…

　

こ
の
計
画
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
子
ど
も
の
元
気
を
ふ
る
さ
と

の
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
市

民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
、
そ
の
基
本
的
方
針
･

具
体
的
な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
。

計
画
（
案
）
の
公
表
場
所

・
市
役
所
生
涯
学
習
課

・
市
立
図
書
館　

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ （http://w

w
w
.city.nakano.nagano.jp

）

意
見
の
提
出
方
法

　

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
任
意
で
す

が
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
は

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

※
ご
意
見
に
個
々
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん

提
出
期
限　

三
月
十
六
日�

�
�
�
�
�
�
�
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▲様々な読書活動を推進しています
（写真は図書館で開催した親子読書活動セミナー）

　

こ
の
時
期
は
、
就
職
や
進
学
、
転
勤
等
で
引
っ
越

し
を
す
る
人
が
多
く
、
窓
口
業
務
は
混
み
合
い
ま
す

の
で
、
転
居
時
の
手
続
き
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
市
で
は
、
市
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
業

務
に
つ
い
て
、
今
年
も
市
役
所
本
庁
で
、
休
日
窓
口

業
務
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

三
月
十
八
日
、
三
月
二
十
五
日
、
四
月
一

　
　
　
　

日
、
四
月
八
日
の
各
日
曜
日

実
施
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で

��������	


説　　　　明必要なもの届出の種類

・転出先の住所 ・世帯主を市民課窓口
または豊田支所市民環境課窓口へ
届出いただきますと転出証明書を
交付します。転出証明書は転出先市
町村窓口で転入の手続きの際に提
出してください。

�転出届
（市民課
・市民環
境課にあ
ります）市外へ住所

を移すとき
（引越しをす
る前に）  

・届出人の印鑑�印鑑

・印鑑登録してある方は、 印鑑登録証
・国民健康保険の加入者は保険証。
学生が転出する場合は、在学証明
書をご持参ください （ 間に合わな
いときは後日でも結構です）

�その他

・今まで住んでいた市区町村窓口から
　あらかじめ交付を受けてください

�転出証
明書

市外から中
野市へ住所
を移すとき
（引越してか
ら14日以内）  

・中野市での住所の地番・行政区・
世帯主を確認して届け出てくだ
さい

�転入届

・届出人の印鑑�印鑑

・中野市で国民健康保険に加入する
方は、その旨を申し出てください

・国民年金の加入者は年金手帳
�その他

・新しい住所の地番・行政区・世帯
主を確認して届け出てください

�転居届
 （市民課・
市民環境
課にあり
ます）

市内で住所
を移すとき
（引越してか
ら１４日以内）
　　 ・届出人の印鑑�印鑑

・国民健康保険の加入者は保険証�その他

・届出人の印鑑�印鑑会社などを
やめて国民
健康保険、 
国民年金に
加入すると
き        
（１４日以内） 

・年金手帳
・職場の健康保険をやめた証明書�その他

・届出人の印鑑�印鑑会社などに
就職して国
民健康保険、  
国民年金を
やめるとき 

（１４日以内）  

・国民健康保険の保険証
・社会保険の保険証�その他

説     明必要なもの届出の種類

・水道を止める3日前までに
届け出てください

・料金の精算をしていただきます

水道使用
中止届

転居するとき
中野地域（来庁ま
たは電話で受付）

上記と同様�水道使
用中止届転居するとき

豊田地域
 （来庁のみ受付） ・届出人の印鑑�印鑑

・１件1,500円�手数料

・水道を使う３日前までに
届け出てください

�給水申
込書

入居するとき
 （来庁のみ受付） ・申込人の印鑑�印鑑

・（中野地域）１件　500円
・（豊田地域）１件1,500円�手数料

・相続や売買などがあった
場合はすみやかに届け出
てください

�水道使
用者等異
動届

水道所有者など
が変わったとき
 （来庁のみ受付）

・届出人の印鑑�印鑑

※届出の際に、届け出た方の本人確認をしますので、運転免許
証等の写真付き身分証明書をお持ちください。なお、届出人
が別世帯の場合は、本人の委任状が必要です。
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固
定
資
産
台
帳
の
縦
覧
と
閲
覧

①土地価格等縦覧帳簿…所在、 地番、 地目、 地積、 価格
②家屋価格等縦覧帳簿…所在、 家屋番号、 種類、 構造、
　　　　　　　　　　　床面積、 価格

縦覧でき
る帳簿

①土地又は家屋に係る固定資産税の納税者
　　└─納税通知書、課税明細書、運転免許証、保　
　　　　険証、パスポート等のいずれか一つ
②土地又は家屋に係る固定資産税の納税者と同居の親族
　　└─納税通知書、課税明細書等のいずれか一つ
③納税管理人
　　└─納税通知書、課税明細書等のいずれか一つ
④固定資産税の納税者の代理人
　　└─委任状

縦覧でき
る人及び
縦覧申込
に必要な
もの

平成19年４月２日 （月）から平成19年５月１日 （火）
（ただし、土・日曜日、祝日を除く）縦覧期間

午前８時30分から午後５時30分縦覧時間

無　料縦覧手数料市役所税務課
豊田支所総務課税務係縦覧場所

縦覧帳簿のコピーは交付いたしません。また、デジカ
メ等での撮影もできません。

縦覧帳簿
の交付

※土地に対する固定資産税のみの納税者は、家屋価格等縦覧帳簿の縦覧はでき
ません。また、家屋のみの場合は、土地価格等縦覧帳簿は縦覧できません。

問い合わせ先　市役所税務課資産係 （�22-2111内線226）
　　　　　　　豊田支所総務課税務係 （�38-3111内線113）

縦覧制度

提出・問い合わせ先
市教育委員会生涯学習課生涯学習推進係
〒383-8614 中野市三好町一丁目3番19号
（��2111内線307、ＦＡＸ�5926）
Ｅメール shogai@city.nakano.nagano.jp

…固定資産税納税義務者の方は、縦覧期間内は
自己所有及びそれ以外の土地、家屋について
縦覧できます。

閲覧制度…４月１日から翌年３月31日までの間（ただ
し土・日曜日、 祝日を除く）、納税義務者本
人や借地人、借家人が固定資産台帳を閲覧する
ことができます。

当該納税義務に係る固定資産固定資産税の納税義務者閲
覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
者

当該権利の目的であ
る土地

土地について賃借権その他の使用ま
たは収益を目的とする権利（対価が
支払われるものに限る）を有する者

当該権利の目的であ
る家屋及びその敷地
である土地

家屋について賃借権その他の使用ま
たは収益を目的とする権利（対価が
支払われるものに限る）を有する者

当該権利の目的であ
る固定資産

固定資産の処分をする権利を有する
一定の者

①土地又は家屋に係る固定資産税の納税者
　　└─納税通知書、課税明細書、運転免許証、保険
　　　　証、パスポート等のいずれか一つ
②借地人、借家人
　　└─賃貸借契約書等

閲覧申込
に必要な
もの

午前８時30分から午後５時30分閲覧時間

市役所税務課
豊田支所総務課税務係閲覧場所

問い合わせ先
　市役所市民課窓口係 （�22-2111内線236）
　豊田支所市民環境課 （�38-3111内線152）

問い合わせ先
　市役所上下水道課営業係（�22-2111内線284)
　豊田支所上下水道係 （�38-3111内線161）

９　 平成１9年３月　広報なかの
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●直接搬入できるもの（有料）
・可燃ごみ、可燃性粗大ごみ（木製タンスや木製机など）は、東山ク
リーンセンターで受付して直接搬入ができます

　　　搬入時間：月～金曜日　午前８時30分～午後４時30分
　　　　　　　　（可燃性粗大ごみは午後３時まで）
　　　　　　　　土曜日　午前９時～正午
・金属類、金属性粗大ごみ（電子レンジや扇風機など）は、東山クリ
ーンセンターで受付をして不燃物処理センターに直接搬入できます。

　　　搬入時間：月～金曜日　午前９時～午後３時
●それ以外のもの
・できる限り直近の収集日に決められた場所へ搬出してください。
　なお、家電４品目（エアコン、洗濯機、冷蔵庫・冷凍庫、ブラウン
管式テレビ）は市で取り扱えません。詳細は｢広報なかの12月号｣の
ワンポイントをご覧ください。

・民間業者に委託する場合は、 ｢ごみの品目別分別表｣の20ページに記載
されている｢一般廃棄物収集運搬許可業者一覧｣をご覧ください。
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二
月
二
十
五
日
、
売
れ
農
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
中
野
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
中
野

市
農
業
の
活
性
化
及
び
中
野
市

産
農
産
物
の
消
費
拡
大
や
、
き

の
こ
料
理
の
普
及
を
目
的
に
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
大
久
保
忍
さ
ん
か
ら

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
・
農
村
活
性

化
の
方
向
」 を
演
題
に
、現
状
の
消

費
傾
向
や
農
業
事
情
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
付
加
価
値
の
あ
る
農
業
の

取
り
組
み
を
は
じ
め
、
地
域
活
性

化
に
弾
み
を
つ
け
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で

活
躍
中
の
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ

ー
ク
ス
監
督 
王
貞
治
氏
の
次
女

で
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
王
理
恵
さ
ん

か
ら
、「
産
地
か
ら
食
卓
へ　

楽
し

い
食
事
の
演
出
者
」
と
題
し
、
王

監
督
の
健
康
管
理
の
お
話
を
交
え

て
、
野
菜
や
く
だ
も
の
の
お
い
し

い
食
べ
方
や
機
能
性
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
地
元
農
産
物
の
良
さ
を
再

認
識
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
、

農
業
の
活
性
化
に
も
元
気
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
き
の
こ
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
作
等
を
掲
載
し

た
、
レ
シ
ピ
集
を
来
場
者
の
方

々
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
と
て
も

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

〜
ふ
る
さ
と
か
ら

　
　
　
　

伝
え
る
食
と
農
〜

　

昨
年
、
水
彩
画
家
の
西
沢
今
朝

夷
先
生
か
ら
百
十
八
点
の
水
彩
画

を
市
へ
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
北
信

濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
創
造

館
に
「
西
沢
今
朝
夷
水
彩
画
展
示

室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
西
沢
今
朝
夷
先
生
を
講

師
に
迎
え
、
静
物
画
か
ら
風
景
画

ま
で
、
基
礎
か
ら
学
べ
る
水
彩
画

教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
講
日　

三
月
十
八
日
か
ら
九
月

　
　
　

ま
で
の
毎
月
第
三
日
曜
日

時
間　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
二

時
間
と
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
二
時
間
の
計
四
時
間

定
員　

二
十
名

　
　
　
 （
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

対
象
者　

一
般
（
初
心
者
歓
迎
）

会
場　

ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園

創
造
館
研
修
室

参
加
費　

一
日
二
千
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物　

水
彩
絵
具
一
式
（
受
講

に
あ
た
り
、
水
彩
絵
具
、
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
、
イ
ー
ゼ
ル
等
が
必
要

に
な
り
ま
す
）

※
必
要
な
教
材
に
つ
い
て
は
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
初
回
講
習
時
に
は
専
門

業
者
に
よ
る
販
売
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

昼
食
は
各
自
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館

（�
�
２
０
０
５
）

�
西
沢
先
生
の
作
品
の
一
つ

　
 「
千
曲
川
柳
沢
あ
た
り
�夏
 

」

�
�
�
�
�
�
�
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高齢者の交通死亡事故が多発
高齢者の交通死亡事故の特徴
①道路を横断中、左から来る車にはねられ
たり、誤った歩行による事故が多い
②自宅から１㎞以内の生活圏で事故にあう
ケースが多い
③夜間、歩行中事故にあうケースが多い

※高齢者、ドライバー、歩行者の皆さんそ
れぞれが、ルールを守り、マナーを向上
させ、安全運転を推進しましょう。
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市
に
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
に
対
し
て
、
災
害
発
生
時
に
近

所
の
方
や
区
・
民
生
委
員
の
皆
様

な
ど
に
よ
り
、
連
携
し
た
避
難
の

支
援
体
制
を
築
く
た
め
、
台
帳
の

作
成
や
支
援
者
と
の
つ
な
が
り
等

の
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
『
災

害
時
支
援
制
度
』
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
皆
さ
ん
で
、

災
害
発
生
時
に
支
援
を
必
要
と
さ

れ
る
方
は
、
登
録
申
請
書
の
提
出

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
は
、
地
区
の
民
生

委
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

災
害
時
要
援
護
者
と
は
…

　

次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る
方

・
歩
行
困
難
な
肢
体
不
自
由
な
方

・
単
独
歩
行
の
困
難
な
視
覚
に
障

　

害
を
お
持
ち
の
方

・
聴
覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

・
知
的
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

・
精
神
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

・
援
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
方

・
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

地
域
支
援
者
と
は
…

　

災
害
時
に
「
要
支
援
者
」
宅
へ

急
行
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
承
諾

し
て
い
た
だ
い
た
近
隣
の
方
々
が

「
地
域
支
援
者
」
と
な
り
ま
す
。

　

責
任
が
伴
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
日
ご
ろ
の
よ
り
良
い

近
所
付
き
合
い
の
中
で
支
援
を
行

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
昨
年
十
月
の
「
広
報

　

な
か
の
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

�
身
体
障
害
者
等
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
福
祉
課
障
害
福
祉

係 （�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
４
）

ま
た
は
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福

祉
係 （��
３
１
１
１
内
線
１
２
６
）

�
高
齢
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
健
康
長
寿
課
長
寿
支
援
係 （�

�
２
１
１
１
内
線
２
４
３
）
ま
た
は

豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
長
寿

係 （��
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

　

こ
の
審
議
会
は
、
平
成
十
七
年
度

の
市
村
合
併
に
伴
い
、
行
政
区
域
が

拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
と
行

政
の
距
離
が
大
き
く
な
り
、
住
民
の

意
見
が
新
市
の
施
策
に
反
映
さ
れ

に
く
く
な
る
の
で
は
等
の
懸
念
に

対
応
す
る
た
め
、
豊
田
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
施
策
を
展
開
さ
せ
る
方

法
の
一
つ
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

豊
田
地
域
に
設
け
ら
れ
、
市
の

施
策
に
関
し
て
市
長
か
ら
諮
問
を

受
け
、
ま
た
は
必
要
に
応
じ
て
市

長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
市
の
付
属
機
関
で
す
。

募
集
人
員　

五
名
程
度

応
募
資
格　

平
成
十
九
年
四
月
一
日

現
在
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
方

・
豊
田
地
域
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
年
齢
満
二
十
歳
以
上
の
方

締
切　

平
成
十
九
年
三
月
二
十
日�

委
員
任
期　

平
成
十
九
年
四
月
〜

平
成
二
十
一
年
三
月
（
二
年
間
）

応
募
方
法　

本
庁
企
画
情
報
課
、

豊
田
支
所
、
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
し
て
あ
る

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。（
Ｅ
メ
ー
ル
の
応
募
可
）

決
定
方
法　

選
考
に
よ
り
決
定

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
行
政
管
理
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
６
）

Ｅ
メ
ー
ル

gyosei@
city.nakano.nagano.jp
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市
内
の
農
産
物
や
特
産
物
を
旬

の
時
期
以
外
に
も
、
皆
さ
ん
に
よ

り
多
く
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

信
州
中
野
「
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、
期
間
を
定
め

て
商
品
と
引
き
換
え
る
こ
と
が
で

き
る
定
額
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
す
。

　

今
回
は
、
春
の
農
産
物
・
加
工

品
な
ど
を
中
心
に
ご
用
意
い
た
し

ま
し
た
。
贈
る
人
と
贈
ら
れ
る
人

の
心
の
絆
を
結
ぶ
贈
り
物
に
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
の
種
類　

三
千
円 （
税
別
）

カ
ー
ド
有
効
期
間　

八
月
三
十
一
日�
ま
で

取
り
扱
い　

中
野
市
振
興
公
社

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
９
）
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　国天然記念物に指定されている「十三崖のチョウゲンボウ繁
殖地」の営巣数を回復するため、市では二カ年にわたり、環境
整備回復事業を実施いたしました。
　環境整備の望ましい方向について学び、「十
三崖のチョウゲンボウ繁殖地」の環境保全を
市民の皆さんと共に進めていくため、今年も 
｢鳥の大学講演会｣を開催します。
　大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。
期日　３月１７日（土）
時間　午後１時３０分～３時３０分
会場　中央公民館講堂
内容　・日本の野生鳥類保全の現状と こ れか ら の 十三崖保全について
　　　　講師　�山階鳥類研究所所長　山岸 哲 先生
　　　・「十三崖のチョウゲンボウ繁殖地環境整備事業」について
　　　　講師　市教育委員会　本村 健
問い合わせ先　市教育委員会生涯学習課文化財係
    　（�２２－２１１１内線３０８）

中 野
志 館

長野県中野立志館高等学校開設準備室　発行
�0269－22－2197（中野高校）0269－22－2141（中野実業高校）
http://www.nagano-c.ed.jp/r ishikan/　�r ishikan@nagano-c.ed.jp
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●教室開始時 ●教室終了後

　１日中あぐらをかいて、手作業をするという職業
柄か、背骨が右側にゆがんでいて、左肩の強い痛み
がありました。
　終了時には、ゆがみが減少し、左肩の痛みはなく
なり、右肩のわずかな痛みが残るだけになりました。

●教室開始時 ●教室終了後

　開始時には膝の痛みを強く訴えていて、変形も見
られました。我慢できないくらい痛むことも、しば
しばあったそうです。
　終了時には衣服のちがいはあるものの、姿勢がよ
くなり、胸がしっかり張れているのがわかります。
膝の痛みも軽くなりました。
　家事をするのが楽になったそうです。
　やせたように見えますが、体重は変わっていませ
ん。また、頭のモヤモヤ感がなくなったそうです
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　この教室では、週１回ずつ３ヵ月間にわたりマシ
ントレーニングと水中運動を行い、自宅では宿題の
簡単な体操を継続しました。
　皆さんの中には、心身の機能が低下するのは、仕
方がないとあきらめていた方が多くおられました。
　しかし、運動をしたり、日常生活のちょっとした
ことを工夫されることで心身がよくなりました。
　心身の老化を防ぎ、自分でできることの範囲を広
げることができました。
　これが「介護予防」です。いつまでも自立してい
きいきと暮らしていくために、ぜひ介護予防に取り
組みましょう。
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いいえはい基本チェックリスト
☆バスや電車で1人で外出していますか１
☆日用品の買物をしていますか２
☆預貯金の出し入れをしていますか３
☆友人の家を訪ねていますか４
☆家族や友人の相談にのっていますか５
☆階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか６
☆イスに座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか７
☆１５分位続けて歩いていますか８

☆この１年間に転んだことがありますか９
☆転倒に対する不安は大きいですか10
☆６ヶ月間で２～３㎏以上の体重減少がありましたか11

☆
ＢＭＩが18.5未満ですか？
（ＢＭＩ＝体重■kg÷身長■ｍ÷身長■ｍ）
例えば、体重60㎏身長165㎝の場合、60÷1.65÷1.65＝22

12

☆半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか13
☆お茶や汁物等でむせることがありますか14
☆口の渇きが気になりますか15
☆週に１回以上は外出していますか16
☆昨年と比べて外出の回数が減っていますか17

☆
周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物
忘れがあると言われますか

18

☆自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか19
☆今日が何月何日かわからない時がありますか20
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　今まで全く歯に関心が無かったのですが、口腔機能向上の教室に
参加して、歯に対しての関心が目覚め、歯は大事だと実感しました。
なんといっても「健口体操」は、本当に良かったです。「健口体操」
は、寝ながらでも、どこでもできるので、長く続けられました。そ
のおかげで長年の悩みだった口の渇きが無くなり、食事のたびにあ
ったむせも改善されました。
　身体が一番大事だと思いがちだけど、体の中に栄養を送るのは、歯、
口なのだからもっともっと歯、口に関心を高めてもらったほうがい
いとこの教室を通して思いました。

　松本さんは、はじめ、むせや口の渇きなど口腔機能の低下が見られました。しかし、「健口体
操」、「口腔ケア」を続けることによって、口の機能が高まり口の乾きやむせがなくなりました。
そして、以前より会話や食べることが楽しくなったようです。
　一般に口腔機能が衰えるとたべられないというつまらなさだけでなく、医学的にもさまざまな
障害が出て、万病の元にもなります。「健口体操」、「口腔ケア」はとても簡単で有効な方法です。

担当歯科衛生士より

　口は食べる、話す、表情を豊かにするといった、元気で
楽しい生活を送るために非常に大切な機能を持っています。
　右のページの日常生活基本チェックリスト���にあて
はまる方は要注意。これらは、口腔機能の低下の危険信号
です。
　口に問題を抱えていると、食事がおいしくとれなかった
り、「 誤 えん 性 肺炎」になりやすかったりします。また、体

ご せい

をうごかすことや人と交流することが消極的になってしま

ったりと、生活全体が不活発になりがちです。
　この口腔機能向上の教室では、口の周りの機
能を高め、いつまでもおいしく、かんで食べる
ことができるように口の健康づくりをしていく
教室です。
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口腔機能向上事業について
ご紹介します

☆の方に多く印がついた方は地域包括支援センターにご連絡ください。

▲１人ひとりの口の中をチェック

▲楽しい歌に合わせて行う健口体操

▲口の周りの筋力をアップするゲーム

������
�����

���������	


��������

���������	

�������

����������

��������

��������	
���

���������	
��
���

�����



平成１9年３月　広報なかの  1415　平成１9年３月　広報なかの

�����������	
��	
���������
���������
�
　国民年金の加入者は、第１号被保険者（農業者、自営業者など）、第２号被保険者（会社員、公務員な
ど）、第３号被保険者（第２号被保険者に扶養されている配偶者）にわかれます。

　

国
が
運
営
す
る
年
金
の
こ
と
を

公
的
年
金
と
い
い
ま
す
。
公
的
年

金
と
は「
老
齢
」「
障
害
」「
死
亡
」と

い
う
個
人
で
は
避
け
ら
れ
な
い
三

つ
の
リ
ス
ク
に
備
え
、
働
け
る
う

ち
に
み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合

い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
生
活
を

支
え
る
仕
組
み
で
す
。
公
的
年
金

の
主
な
も
の
に
は
、
国
民
年
金
と

厚
生
年
金
が
あ
り
ま
す
。
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国
民
年
金
は
年
金
額
の
三
分
の

一
（
将
来
は
二
分
の
一
）
を
国
が

負
担
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
長

生
き
し
て
も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
安
心
な
制
度
で
す
。
国
の
試

算
で
は
、
今
年
二
十
歳
に
な
っ
た

方
で
も
納
め
た
保
険
料
の
一
・
七

倍
以
上
の
額
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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年
金
に
は
「
障
害
年
金
」
が
あ

り
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
そ
の
後
の
一
家
の

暮
ら
し
が
守
ら
れ
ま
す
。
障
害
年

金
は
老
後
も
引
き
続
き
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
安
心
で
す
。
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年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
て
い
れ
ば
「
遺
族
年
金
」
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

年
金
は
子
ど
も
が
十
八
歳
に
な
る

ま
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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◎
平
均
寿
命
が
飛
躍
的
に
伸
び
、

老
後
に
必
要
と
な
る
お
金
が
昔

よ
り
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

◎
将
来
の
暮
ら
し
の
予
測
は
困
難

で
、
老
後
の
生
活
設
計
を
行
う

こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

◎
子
ど
も
の
数
が
減
り
、
家
族
で

高
齢
と
な
っ
た
親
の
生
活
を
支

え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
が
多
く
な

り
、
定
年
と
同
時
に
収
入
が
な

く
老
後
の
経
済
不
安
が
深
刻
で

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

★
老
後
に
備
え
ま
す

����

��

������

���������
   （満額）

※
付
加
保
険
料 （
四
〇
〇
円
）

を
納
め
て
い
る
方
は
、
将

来
の
年
金
額
に
付
加
年
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

★
不
測
の
事
態
に
備
え
ま
す

����

��

������

����������（1級）
����������（2級）

※
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

����
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������������
（子1人のある妻の場合）

★
平
成
十
七
年
四
月
か
ら

�����
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月額���������（1級）
月額�����������（2級）
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①
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
に
厚

生
年
金
ま
た
は
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
た
方
の
配
偶
者
で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か

っ
た
方

②
平
成
三
年
三
月
以
前
に
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
学
生

※
給
付
金
は
請
求
さ
れ
た
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

請
求
が
遅
れ
る
と
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
中
に
病
気
や

ケ
ガ
に
よ
る
初
診
日
が
あ

っ
て
、
現
在
障
害
基
礎
年

金
の
一
級
ま
た
は
二
級
相

当
の
障
害
に
該
当
す
る
方

で
す
。
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市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
支
払

い
方
法
に
よ
っ
て
お
得
な
割
引
料

金
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
口
座

を
お
持
ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

申
請
手
続
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
一
部
ま
た
は
全

額
免
除
さ
れ
ま
す
。（
退
職
者
、
天

災
な
ど
の
被
災
者
の
方
へ
の
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
）

　

た
だ
し
一
部
免
除
に
該
当
し
た

場
合
、
納
付
す
べ
き
一
部
の
保
険

料
を
納
付
し
な
い
と
、
そ
の
期
間

の
一
部
免
除
が
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
免
除
の
期
間
の
老
齢
基
礎
年

金
の
金
額
は
、
全
額
納
付
と

比
較
し
て
、
全
額
免
除
が
三

分
の
一（
将
来
は
二
分
の
一
）、

一
部
免
除
も
一
定
の
割
合
で

減
額
と
な
り
ま
す
。
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三
十
歳
未
満
の
方
で
本
人
、
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
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学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
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免
除
な
ど
の
期
間
は
十
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
三
年
度
目
以
降
は
、
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
猶
予
・
学
生
特
例

の
期
間
は
追
納
し
な
い
と
、
老
齢

基
礎
年
金
の
額
に
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

※
免
除
な
ど
の
期
間
は
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
に
必
要
な
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
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１年分６カ月分１カ月分納付方法

１６６,２００円
��������

８３,９１０円
������

現金支払（前納）
�����

１６５,６５０円
��������

８３,６４０円
������

１４,０５０円
�����

口座振替（前納）
�����

１６９,２００円８４．６００円１４,１００円現金支払（月々）

��������	
���
��������

一 部 免 除
全額免除世帯構成

1/4免除半額免除3/4免除

３３５万円２８２万円２３０万円１６２万円４人世帯
（夫婦子２人）

２４７万円１９５万円１４２万円９２万円２人世帯
（夫婦のみ）

１８９万円１４１万円９３万円５７万円単身世帯

�
�
�
�

　

毎
年
一
回
、
誕
生
月
に
提
出
し

て
い
る
「
現
況
届
」
が
原
則
不
要

に
な
り
ま
し
た
。
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
受
給

者
の
皆
様
の
現
況
（
生
存
）
確
認

を
行
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
次
の
場
合
、
現
況
届
以

外
の
届
出
が
必
要
で
す
。
必
要
な

届
出
は
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

か
ら
皆
様
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

①
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
て
い

る
場
合
（
生
計
維
持
確
認
届
）

②
障
害
の
程
度
の
確
認
の
た
め
「
診

　

断
書
」
の
提
出
が
必
要
な
場
合
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����������������
																


















�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

年
金
加
入
記
録
な
ど
を
あ
ら
か

じ
め
印
字
し
た
年
金
の
請
求
書

（「
裁
定
請
求
書
」）
を
、
六
十
歳

ま
た
は
六
十
五
歳
に
な
る
月
の
三

カ
月
前
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
が
確
認
で
き
た
方
で
す
。

　

請
求
の
際
に
は
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
必
要
書
類
を
添
付
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
戸
籍
、
住

民
票
は
、
誕
生
日
の
前
日
以
降
の

発
行
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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問
い
合
わ
せ
先

●
市
民
課
国
民
年
金
係
（�
�

２
１
１
１
内
線
２
３
７
）

●
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民

環
境
係
（�
�
３
１
１
１
内

線
１
３
３
）

●
長
野
北
社
会
保
険
事
務
所

  �
０
２
６ （　

） ４
１
０
０

２４４
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★年金の請求など

������������
★年金を受けている方

������������
※受付時間は午前８時30分～
午後５時15分(土・日・祝日
・年末年始を除く)ご相談の
際には年金手帳、年金証書
などをご用意ください。▲公的年金は社会全体で支える仕組みです

社会全体で
力をあわせて
助け合う仕組み
が必要です
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　２月９日、平成18年度中野市環境フォーラムを中
央公民館講堂で開催しました。当日は、レジ袋の抑
制を図り、 買い物に便利でオシャレな｢レジカゴバッグ｣
が、来場した先着150名の皆さんに進呈されました。
　このフォーラムでは、まずポイ捨て防止看板図案
に入賞した市内の小・中学生各２名の表彰を行い、
続く講演会では環境カウンセラーの崎田裕子さんが、
家からお持ちになったゴミを使って、誰でもできる
ごみダイエットなどについて、ご講演いただきました。

��������
　第２回Ｂ＆Ｇ財団会長杯中野市綱引き大会が２月18
日、中野市Ｂ＆Ｇ海洋センターにおいて開催されまし
た。この大会は、健康増進や体力づくりをはじめ、同
センターの利用促進と綱引き競技の普及を目的に行わ
れているもので、当日は25チーム約230名が参加。
　競技は、高校生以上の一般男子の部、高校生以上の
一般女子の部、小学生から中学生までの子どもの部に
分かれて行われ、「がんばれ～」という声援や「そーれ、
せーの」といった掛け声の中、力いっぱい綱を引き
合っていました。

▲声援が飛び交う中、力いっぱい綱を引きました
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▲健康について語る鎌田實先生

　２月４日、市民会館ホールにおいて「生涯学習市民
のつどい」と「ボランティアの輪を広げる集い」が共
催で開催されました。当日は、ボランティアグループ
「そよかぜ」と「根っこの会」のそれぞれの代表者に
よる活動発表と、「アンサンブル♪じゃんけんぽん」の
皆さんによる音楽演奏が行われました。また、記念講
演では、諏訪中央病院名誉院長の鎌田實先生に『「がん
ばらない」けど「あきらめない」～命を支えるという
こと～』と題して講演をしていただきました。

▲２つのボランティアグループの代表者が活動を報告

��������

��������	
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�
��������	


　牧の入スノーパークにおいて２月25日、中野市体育
協会の主催により、市民スキー大会が開催されました。
　当日は小学生から大人まで約80名が参加。全11区分
に分かれて大回転競技が行われ、選手たちは日ごろの
練習成果を発揮して好タイムを目指しました。
　また、閉会式終了後には豪華景品が当たる抽選会も
行われました。

�������

17　平成 １9 年３月　広報なかの
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　豊田人権センターにおいて２月17日、「音楽と落語
のコラボレーション」が開催されました。
　このコラボレーションは、現在の社会環境の中で、
ストレスを抱えた人が多いことから、音楽を聴くこと
によって心にゆとりを持ち、そして落語によって心を
和やかにしようと開かれたものです。
　当日は、長野フィルハーモニー管弦楽団のメンバー
によるアンサンブルと、中野市落語研究会による落語
のステージが披露されました。

��������	
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�
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▲こっけいに語る理髪家来々 （くるくる）さん ▲果敢にポールを攻めました

�����
　�野辰之文学博士の偉業を広く伝えるとともに、そ
の功績をたたえようと２月25日、第２回�野辰之忌が
同記念館において開催されました。
　当日は、高野良之さんから博士の生家にまつわるお
話をしていただいた後、献花と黙とうを行い、唱歌「朧
月夜」を参加者全員で合唱。また、記念公演も行われ、
尺八奏者の島田蓮山さん（小布施町在住）や、箏奏者
の滝澤仁子さん（市内江部在住）による演奏が披露さ
れました。最後は唱歌「故郷」を合唱し、郷土芸能を
愛した辰之博士を皆さんでしのびました。

▲記念公演として行われた尺八と箏による演奏

　２月20日、ヤンキー先生としてお馴染みの義家弘介
先生を講師に、人権教育講演会がほぼ満席となった市
民会館ホールにおいて開催されました。
　当日は、「ヤンキー先生からのメッセージ─夢は逃
げていかない─」と題して、子どもの頃のお話やいじ
め問題などについて熱く語ってくださいました。また、
若者たちに向けたメッセージも送られました。

▲熱いメッセージを送る義家弘介先生
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�▼ 高遠山古墳出土遺物。
当時の副葬品のセット
が完存して出土した。

�▲ 高遠山古墳（写真は平成11年
に行われた見学会）。埋葬施設な
どは４世紀前半頃の特徴を示す。

�▼ 延徳神社。北大熊･小沼･篠井
の３区の神社で、この神社に関
する行事は合同で実施している。

�▲ 天満宮。学問の神様
ともいわれている天神
様がまつられている。

���
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　天満宮祭（３月開催）をはじめ、春祭
り（４月）、戦没者慰霊祭（４月）、延徳
神社常例祭（９月）、その年の豊作に感謝
する新嘗祭（11月）、越年祭（年末）など
さまざまな行事があります。特に、秋の
常例祭が盛大で、お祭りの保存会を中心
に神楽を奏し、獅子舞を奉納しています。

　県指定史跡「高遠山古墳」が有名で、
東日本最古級の前方後円墳といわれてい
ます。また、出土遺物も市指定の有形文
化財になっています。区の行事としては、
春祭りや秋の大祭などさまざまですが、
家内安全と健康を願って全戸をまわる
「悪魔払い」が特徴的です。

No.�

���������
たか とお

�����������
しの い

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長丘長丘
地区地区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
Ｊ
Ａ
女
性
部
リ
ン

ゴ
倶
楽
部
」
は
、
平
成
十
一
年
頃
か
ら
、

使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
三
〇
〇
㍉
㍑
の
ビ

ン
を
利
活
用
す
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
が
各

家
で
栽
培
し
た
リ
ン
ゴ
を
持
ち
寄
っ
て
、

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
の
製
造
と
販
売
を
始
め
、

現
在
七
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
倶
楽
部
で
は
十
二
月
か
ら
三
月
ま

で
の
間
に
製
造
し
て
、
昨
年
は
約
三
千
五

百
本
を
オ
ラ
ン
チ
ェ
は
じ
め
、
食
堂
や
宿

泊
施
設
等
に
出
荷
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

活
動
の
き
っ
か
け
が
空
き
ビ
ン
の
利
活

用
で
し
た
が
、
そ
の
ビ
ン
の
回
収
が
年
々

減
少
し
、
今
後
は
ビ
ン
の
不
足
等
か
ら
生

産
量
の
減
少
が
考
え
ら
れ
、
活
動
の
継
続

は
厳
し
い
と
の
こ
と
。
し
か
し
製
造
を
や
め

て
も
、
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
リ
ン
ゴ
を
ど

う
す
る
か
が
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
皆

で
真
剣
に
話
し
、
栽
培
し
た
リ
ン
ゴ
に
は
付

加
価
値
を
つ
け
て
送
り
出
し
た
い
そ
う
で
す
。

　

代
表
の
割
田
は
ま
子
さ
ん
は
「
仲
間
で

知
恵
を
出
し
合
い
、
生
産
し
た
リ
ン
ゴ
は

無
駄
な
く
使
い
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
販

売
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
加
工
活
動
は
大

事
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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�篠井生活改善篠井生活改善
研修センター研修センター

至市街地至市街地至市街地至市街地

高遠山古墳高遠山古墳

���������	�
代表　�������

���

高遠生活改善高遠生活改善
研修センター研修センター

至ぽんぽこの湯至ぽんぽこの湯
�

至延徳小学校至延徳小学校

ＪＡ延徳支所ＪＡ延徳支所

篠井川篠井川

延
徳
駅

延
徳
駅

延徳神社延徳神社
天満宮天満宮

更科川更科川

十
二
川

十
二
川
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
智
さ
ん
）
通
っ
て
い
た
専
門
学

校
が
一
緒
で
、
二
年
生
の
時
に
同

じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

�
第
一
印
象
は

（
智
さ
ん
）
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
で

男
の
子
っ
ぽ
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

い
つ
も
笑
っ
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。

（
梨
加
さ
ん
）
さ
わ
や
か
で
、
し

っ
か
り
し
て
い
そ
う
な
人
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
智
さ
ん
）
二
人
の
意
見
や
行
動

で
違
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
分

に
合
わ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
梨
加
さ
ん
）
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
面
白
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
ね
。
た
だ
し
、
二
人
の

と
き
だ
け
で
す
け
ど （
笑
）。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
智
さ
ん
）
喧
嘩
を
し
て
も
、
本

音
で
話
せ
る
よ
う
な
家
庭
で
す
。

梨
加
さ
ん
、
頑
張
っ
て
中
野
の
地

理
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
ね
。
ず
っ

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
て
ね
〜
！

（
梨
加
さ
ん
）
親
も
子
ど
も
も
仲

間
の
よ
う
な
、
仲
の
良
い
家
庭
に

し
た
い
で
す
。
智
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
ず
っ
と
一
緒
に
い
る
か
ら
、
い

つ
も
面
白
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
言

っ
て
私
を
笑
わ
せ
て
ね�内　田　  智    さん  （25歳）

　　　　梨　加  さん  （25歳）
（安源寺）

�����

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
電
気
会

社
で
働
く
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
ぼ
く
の
父
も
電
気
会
社

で
働
い
て
い
る
し
、
ぼ
く
は
今
ま

で
あ
ま
り
人
の
役
に
た
っ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
、
電
気
会
社
で

働
い
て
人
の
役
に
た
ち
た
い
か
ら

で
す
。
ぼ
く
は
、
よ
く
父
と
話
を

し
ま
す
。
父
は
、
会
社
の
中
は
音

が
う
る
さ
い
こ
と
、
会
社
に
入
っ

た
人
は
、
ま
ず
、
チ
ッ
プ
作
り
か

ら
や
ら
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
話
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

会
社
の
紹
介
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
は
、
ぼ
く
の
こ
と
を
夢

が
な
い
な
と
言
い
ま
す
が
、
ぼ
く

は
こ
れ
で
い
い
ん
で
す
。
い
つ
か

社
長
に
な
っ
て
、
み
ん
な
を
お
ど

ろ
か
せ
て
み
た
い
で
す
。
で
も
、

社
長
に
な
る
ま
で
に
は
、
す
ご
く

時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
も
し

か
し
た
ら
、
ず
っ
と
平
社
員
の
ま

ま
で
い
て
、
社
長
に
は
な
れ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
未
来

は
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

が
ん
ば
っ
て
、
電
気
会
社
の
社
長

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�������

�������

�

�� ��
��

��
　

面
白
い
こ
と
が
大
好
き
な
二
人

　
　
　

本
音
を
話
せ
る
仲
の
良
い
家
庭
に

新
婚
さ
ん
募
集
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
へ
！　
�
２
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

雪不足で会場を変更して開催

　ふるさと冒険クラブの雪上運動会が２月４日、雪不
足により豊田野球場から豊田スキー場の駐車場に会場
を変更して開催されました。この運動会は、雪国特有
の遊びを通して地域間の交流を図ることなどを目的に、
毎年開かれているものです。
　当日は、スキーウェアや帽子などを身に付けた子ど
もたちや保護者約40名が集まり、雪上に置いた旗を取
り合う「スノーフラッグ」をはじめ、そりにボールや
子どもたちを乗せて引っ張りながらゴールを目指す
「そりレース」、参加者が作った雪の塔の上にバケツを
載せて行う「雪上玉入れ」など、さまざまな競技が行
われました。また、昼食時間には豚汁が振舞われたほ
か、昼食後の雪遊びが終わった後にもお汁粉が提供さ
れるなど、参加された皆さんは心も体も温まり、とて
も楽しい１日を過ごしました。

ふるさと冒険クラブ　雪上運動会
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中
野
市
で
は
、
高
等
学
校
、
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校

及
び
専
修
学
校
に
進
学
ま
た
は
在

学
す
る
方
（
通
信
制
・
通
信
教
育

を
除
く
）
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま

す
。

貸
与
の
要
件　

市
内
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
し
て
い
た
こ
と
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
で

あ
る
こ
と
等

募
集
団
地
・
募
集
戸
数

【
中
野
市
内
】
東
町
団
地
（
２
戸
）、

松
川
団
地
（
２
戸
）、
長
元
坊
団

地
（
２
戸
）

【
山
ノ
内
町
内
】
和
田
団
地
（
３

戸
）

【
飯
山
市
内
】
県
町
団
地
（
２
戸
）、

北
町
団
地
（
１
戸
）

申
込
期
限　

３
月
９
日�

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

市
民
会
館　

号
会
議
室

45

選
考
方
法　

公
開
抽
選
に
よ
り
入

居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

入
居
者
の
資
格
（
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
）

�
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
方
及

び
婚
姻
予
定
の
方
等
を
含
む
）

が
あ
る
方

�
条
例
で
定
め
る
範
囲
内
の
収
入

　

で
あ
る
方

�
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
の
が
明

ら
か
な
方

�
市
内
に
住
所
が
あ
る
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
方

�
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
人
員　

８
名
程
度

募
集
締
切　

４
月　

日�
25

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

空
き
住
宅
及
び
４
月
か
ら
６
月

ま
で
の
間
に
明
渡
し
の
あ
っ
た
市

営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

３
月
５
日�
〜　

日�
16

募
集
す
る
住
宅　

東
山
、
泉
、
長

元
坊
、
小
田
中
及
び
城
下
の
各
市

営
住
宅

抽
選
日
時
及
び
会
場

３
月　

日�
　

午
後
２
時

26

平成１９年度の年金額について

※
３
月
３
日�
、
４
日�
も
受
付

　

し
ま
す
。

申
込
先　

北
信
地
方
事
務
所
地
域

政
策
課
土
地
利
用
・
建
築
室
（
北

信
合
同
庁
舎
２
階
）

選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
越
え
る

応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公
開
に

よ
る
抽
選
を
行
い
ま
す
。

抽
選
日
時　

３
月　

日�
、
時
間

15

は
団
地
に
よ
り
違
う
の
で
、
確
認

く
だ
さ
い
。

入
居
の
時
期　

４
月
１
日�

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奨
学
生
の
募
集

学
校
教
育
課
総
務
係

（
内
線
３
０
３
）

�

■平成１８年度と変わらず同額
　平成１９年度の年金額は、過去３年間において（平成１２年
度から平成１４年度まで）物価は下落したが年金額は引き下げ
ずに据え置いた経緯があり、現在の公的年金の年金額は、本来
の水準よりも特例的に高い水準の年金額となっていること及び
名目手取り賃金変動率が上昇していないことなどから平成１８
年度と同額となります。
※特別障害給付金の額については、前年度より０．３％引き上
げられることとなります。
■平成１９年度年金額の見込み
★老齢基礎年金　　　　７９２， １００円（満額）
★障害基礎年金　　　　９９０， １００円（１級）
　　　　　　　　　　　７９２， １００円（２級）
★遺族基礎年金　 　１， ０２０， ０００円（妻）
　　　　　　　（基本額792,100円＋子１人加算額227,900円）
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民
環境課市民環境係（内線１３３）または長野北社会保険事務所
（�０２６（244）４１００）

県
営
住
宅

入
居
者
募
集

北
信
地
方
事
務
所
地
域
政
策
課

�
０
２
２
０

�

市
営
住
宅

入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
内

線
２
７
３
）
ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係
（
内
線
１
５
３
）

�

若者住宅入居者募集
　中野市若者住宅Ｆ号Ｇ号及び平成19年２月末ま
でに明渡しされる若者住宅の入居者を募集します。
募集期間　平成19年３月５日�～３月16日�
抽選日時　３月26日�　午後２時～
抽選会場　豊田文化センター２階会議室
選考方法　公開抽選により入居順位を決定する。
入居の資格（次のすべてに該当する方。）
①現に同居し、 又は同居しようとする夫婦（届出を
していないが事実上婚姻関係と同様の事情にあ
る者、 その他の婚姻の予約者を含む。） であること。
②使用を許可されたときに45歳以下のもので構成
する世帯であること。

③使用者および同居者する親族の総所得年額が
780万円未満とする。（年収1000万円未満）

④将来にわたり中野市に居住するものであること。
《中野市若者住宅の紹介》
　中野市大字永江100-28番地の南沖住宅団地内に
あり、８戸（８世帯）が入居できます。
　構造は木造２階建（２ＬＤＫ）・鉄骨地下１階
（車庫、物置）とゆったりと利用できる間取りに
なっています。使用料は、月額45,000円と47,000円
で部屋の位置によって使用料が異なります。保証
金は、２か月分の使用料に相当する金額を納入し
ていただきます。
　近くには、永田保育園、永田小学校、高野辰之
記念館などがあり、住宅の前方には田畑が眺望で
き、文化と自然に満ちた居住環境となっています。
問い合わせ先
都市計画課建築住宅係（内線２７３）または
豊田支所建設課建設係（内線１５３）まで
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（
ぴ
あ
ワ
ー
ク
隣
）　

相
談
時
間　

午
前
８
時　

分
か
ら

30

午
後
５
時　

分 （
土
日
祝
日
休
み
）

30

■
精
神
の
障
害
を
抱
え
な
が
ら
生

活
す
る
際
の
様
々
な
問
題
の
相
談

に
応
じ
ま
す

（
療
養
生
活
の
こ
と
、
日
常
の
家

事
、
仕
事
、
人
間
関
係
、
福
祉
制

度
や
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
、
仲
間
づ

く
り
等
々
）

■
心
の
病
に
関
す
る
も
ろ
も
ろ
の

相
談
に
応
じ
ま
す

（
ス
ト
レ
ス
、
う
つ
、
思
春
期
の

悩
み
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
へ
の
依

存
等
々
）

※
相
談
は
無
料
、
個
人
情
報
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
ず
は
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　

長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
無
雪
期
や
積
雪
期
の
登
山
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を

体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

登
山
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
的
な
役
割
を
果
た
す
資
質
と
、

能
力
を
養
う
「
平
成　

年
度
リ
ー

19

ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
年
間
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

一
般
登
山
者 （　

歳
以
下
）

62

で
、
年
間
受
講
が
可
能
な
方

※
長
野
県
登
山
案
内
人
試
験
合
格

レ
ベ
ル
以
上
の
内
容
の
た
め
、

前
記
案
内
人
を
目
指
す
方
に
も

お
勧
め
で
す
。

募
集
期
限　

４
月　

日�
11

受
講
期
間　

平
成　

年
４
月
よ
り

19

１
年
間

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nagano-c.ed.jp/sanc

e/

山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

研
修
講
座
受
講
生
募
集

長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

０
２
６
１�
５
４
４
４

�

【
長
野
県
地
球
温
暖
化

　
　

対
策
条
例
に
つ
い
て
】

　

長
野
県
地
球
温
暖
化
対
策

条
例
が
、
２
月　

日
か
ら
全

２０

面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
に
、
次
の
地
球
温
暖

化
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

北
信
圏
域
こ
こ
ろ
の

相
談
セ
ン
タ
ー
が

開
所
し
ま
し
た
！

北
信
圏
域
こ
こ
ろ
の
相
談
セ

ン
タ
ー�
５
５
２
３

�

　コンポスト化施設により製造した肥料、
なかの「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
３・４月の販売日
３月７日�、14日�、18日�、28日�
４月４日�、11日�、15日�、25日�
販売価格（税込み）
１袋（15㎏）200円、バラ(300kg)1,500円、
バラ(500kg)2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10日
　前までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から正午まで
問い合わせ先
上下水道課下水道係（内線２８３）または
豊田支所上下水道係（内線１６３）

���������	
���
�

シリーズ
��������

・
自
動
車
を
使
用
す
る
代
わ

り
に
、
バ
ス
、
鉄
道
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
や
自
転

車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
を
運
転
す
る
人
は
、

駐
車
す
る
際
に
は
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
を
使
う
人
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
よ

り
少
な
い
自
動
車
（
燃
費

の
い
い
自
動
車
）
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

・
電
気
製
品
を
使
う
人
は
、

電
気
の
消
費
量
の
よ
り
少

な
い
製
品
（
省
エ
ネ
性
能

の
高
い
製
品
）
を
使
い
ま

し
よ
う
。

　

他
に
も
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス

を
多
く
排
出
し
て
い
る
事
業

者
の
方
に
は
、
そ
の
排
出
を

抑
制
す
る
た
め
の
計
画
を
た

て
て
実
践
す
る
こ
と
、
大
き
な

建
物
を
建
て
る
際
に
は
省
エ

ネ
な
ど
に
配
慮
し
た
建
物
に

す
る
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
生
活
環
境
部
環
境
政
策
課

�
０
２
６ （　

）
７
０
２
２
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.nagano.jp/se

ikan/kankyo/ondan/jourei/
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　農作物の被害防止を図るため、市猟友会のご協力により害
鳥獣駆除を実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
�実 施 日　４日�、11日�、18日�、25日�
　対象区域　中野地域 （農地周辺）※豊田地区は別途実施
　駆除時間　日の出より概ね２時間
■害獣巡回駆除（ニホンザル、イノシシ）
�実 施 日　14日�、28日�
　対象区域　栗和田から桜沢にかけた山際
　駆除時間　午後１時から概ね２時間
�実 施 日　４日�、11日�、18日�、25日�
　対象区域　更科から桜沢にかけた山際
　駆除時間　日の出から日の入まで
※駆除実施中は、銃器を使用するため大変危険ですので、駆
除時間には対象区域に近づかないようご協力をお願いします。
問い合わせ先　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局（市役所
農政課内�（22）２１１１内線２５１、有線２０６４４）

�����������	
��
����
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リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
２
月　

日
現
在
で
掲
載
）

15

★
肘
掛
け
座
椅
子
★
ロ
ー
ラ
ー

ブ
レ
ー
ド
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★

大
人
用
三
輪
車
★
自
転
車
★
味

噌
桶
★
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
★
子

供
服
（
女
の
子
用
）
★
ダ
ン
ベ

ル
★
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
★
小
引
き

出
し
★
五
月
人
形
★
プ
リ
ン
タ

ー
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
★
食
器
棚
★

ソ
フ
ァ
ー
★
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

�
ゆ
ず
り
ま
す

★
破
魔
矢
★
水
槽
（
飼
育
セ

ッ
ト
付
）
★
ワ
ー
プ
ロ

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
三
味
線
★
車

イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ

ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
オ
ー

ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

★
か
ん
じ
き
★
カ
ー
オ
ー
デ
ィ

オ
★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
★
窓
用

ク
ー
ラ
ー
★
自
転
車
★
メ
リ
ー

（
赤
ち
ゃ
ん
用
）
★
電
動
自
転

車
★
シ
ル
バ
ー
カ
ー （
手
押
し
）

★
子
供
服
（
双
子
の
男
の
子
用
）

★
テ
レ
ビ
★
車
用
ス
ピ
ー
カ
ー

（
屋
根
設
置
）
★
炊
飯
器
★
ガ

ス
コ
ン
ロ

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�

 「
消
費
生
活
安
心

ガ
イ
ド
」 情
報

サ
イ
ト
公
開

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

（
内
線
２
３
８
）

�

　

経
済
産
業
省
で
は
、
契
約
に
関

す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
し
、

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
促
進
す

る
た
め
に
、
こ
れ
ら
に
役
立
つ
情

報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
、
わ
か
り
や
す
い
形
で
提
供

す
る
情
報
サ
イ
ト
「
消
費
生
活
安

全
ガ
イ
ド
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
予
防
の
た
め
の
マ
ン

ガ
に
よ
る
事
例
紹
介
、
解
決
に
役

立
つ
法
律
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
の
解
説
な
ど
の
情
報
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た

だ
き
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.no
-tro
ub
le.jp

 
―
賞
状
等
贈
呈
事
業
が

　
　
　
　
　
　
 
終
了
し
ま
す
―

　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者

の
方
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の

地
域
か
ら
引
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た

方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

等
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

請
求
書
類
は
、
市
役
所
福
祉
課

お
よ
び
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
の

窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
請
求
期
限
は
、
３
月　
31

日�
ま
で
で
す
。

※
資
格
要
件
等
の
詳
細
は
、
直
接

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　最近、中部電力の社員を装い、利用者宅を訪問し、電
気料金をだまし取ろうとした事象や、中部電力、中部電
力関係会社などの社員を装い、電気料金を節約するため
の機器や屋内配線改修工事のセールスを行う不審電話や
訪問が発生していますので、ご注意ください。
　中部電力では、節約機器・屋内配線修理をセールスし
工事代金等を請求することはありません。また、電気料
金のお支払につきましては、ご自宅の電気料金お支払方
法を再度ご確認ください。
　中部電力および中部電力関係会社の従業員が訪問する
際は、従業員証など身分を証明できるものを携行してお
りますので、不審に思われた際には、身分証明書の提示
を求めてください。
※電気に関わる訪問・電話について、不審に思われたら
一旦電話を切り、お支払前に中部電力㈱飯山営業所ま
でご確認ください。

■問い合わせ先　中部電力㈱飯山営業所
　　　　　　　　�０２６９(62)２０４５
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恩
給
欠
格
者
、

引
揚
者
の
皆
様
へ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
０
１
２
０ （　

） ９
３
３

234

�

　宮内庁から平成20歌会始のお題が発表
されました。詠進歌は、お題を詠み込ん
だ自作の短歌で一人一首とし、未発表の
ものに限ります。
������と定められました
�����　９月30日�まで
※詳しくは、宮内庁ホームページ
http://www.kunaicho.go.jp/12/d12-08.html

��������	
��
�����

市民交流イベント
「信濃グランセローズ歓迎会」
日時日時 平成19年３月22日(木)午後6時　平成19年３月22日(木)午後6時
会場会場 アップルシティーなかの　アップルシティーなかの
対象者対象者 中野市在住、在勤で18歳以上の方　中野市在住、在勤で18歳以上の方

（定員400人）　　　　　　　　　　　　　　（定員400人）
入場チケット入場チケット 2,000円　2,000円
チケット販売窓口チケット販売窓口
市役所、豊田支所、永田窓口サービスステ　市役所、豊田支所、永田窓口サービスステ

ーション、市民体育館、中野商工会議所、Ｊーション、市民体育館、中野商工会議所、Ｊ
Ａ中野市各支所、信濃グランセローズ・ベーＡ中野市各支所、信濃グランセローズ・ベー
スボールクラブ中野市地区後援会事務局（北スボールクラブ中野市地区後援会事務局（北
信エルシーネット）信エルシーネット）
※送迎バスを運行します。詳しくは、お問い※送迎バスを運行します。詳しくは、お問い
合わせください。合わせください。

主催主催 信濃グランセローズ歓迎会実行委員会　信濃グランセローズ歓迎会実行委員会
問い合わせ先問い合わせ先 市民体育館内スポーツ振興課　市民体育館内スポーツ振興課
　　　　　　　��(２６)３５７２(２６)３５７２
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※
収
蔵
し
て
い
る
赤
川
版
画
の

中
か
ら
、
日
本
と
外
国
そ
れ

ぞ
れ
に
生
き
る
人
々
の
姿
が

描
か
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
ピ
ン

バ
ッ
ヂ
展

３
月　

日�
ま
で

14

中
野
西
高
等
学
校
美
術
班
生
徒

作
品
展

３
月　

日�
ま
で

14

中
野
ひ
な
市
特
別
展
「
日
本
の

か
ら
く
り
玩
具
展
」

３
月　

日�
〜
４
月
６
日�

21

館
収
蔵
民
具
展
「
く
ら
し
と
文

化
」

５
月　

日�
ま
で

20

※
日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い
た

道
具
を
始
め
農
耕
、
養
蚕
な

ど
館
蔵
し
て
い
る
様
々
な
民

具
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

常
設
展
「
日
本
と
外
国�
―
ひ

と
び
と
の
す
が
た
―
」

３
月　

日�
ま
で

25
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会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 ��������	
�����������	
�
��������	
��������	
��������	�


毎週月～金曜日
�������������心配ごと相談

毎週月～金曜日
�������������福祉相談

毎週月～金曜日
�������������ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
�������������法律相談

毎月第１・３日曜日
������������結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
���������

(中野地域)４月10日�
������������

行政相談所
豊田支所相談室
���������

(豊田地域)４月10日�
����������

人権センター
� ２３－４８１０
������������
�����

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
�����������

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
�����������

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
��������������交通事故巡回相談

福祉会館
��������	
���
�����

毎月第１・ ３水曜日
�������������身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
���������

毎週月～金曜日
�������������子ども相談室

� ２３ － ３１９１
��������	

毎週月～金曜日
�������������子ども電話相談３１９１

� ２６ －５２１９
�����������

毎月第１木曜日
�������������児童保健相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
�������������職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程 期

日　

４
月
４
日�

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

会
場　

長
野
市
役
所　

第
２
庁
舎

　

階　

会
議
室

10

19

内
容　

売
買
、
交
換
、
相
続
、
借

地
、 担
保
、賃
貸
借
等
に
係
る
不
動

産
評
価
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

不
動
産
鑑
定
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

期
日　

３
月　

日�
17

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

中
野
市
民
会
館

相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
登
記
、

会
社
の
登
記
・
供
託
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
・
訪
問
販
売
な
ど
の

消
費
者
問
題
等
に
つ
い
て

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

不
動
産
評
価
等

無
料
相
談
会

�
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

０
２
６ （　

） ５
２
２
８
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�

　

長
野
県
行
政
書
士
会
北
信
支
部

国
際
部
会
で
は
、
外
国
人
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
在
留
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
外
国
人
を
雇
用
し
た
い
、

あ
る
い
は
外
国
人
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
つ

い
て
も
併
せ
て
応
じ
ま
す
。

司
法
書
士
無
料

法
律
相
談
所

県
司
法
書
士
会
飯
山
支
部

�
３
４
８
６ （
目
崎
）

�

外
国
人
対
象

無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会�
３
６
０
６

�

期
日　

３
月　

日�
24

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

�

�

�

�

�������������������
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中野ひな市特別展
「日本のからくり玩具展」
同時開催／
  富山土人形・からくり玩具即売
　自然と人間の知恵がつまった「からくり玩
具」を展示いたします。３月31日･４月１日に
は、出展協力いただいた山口照二さん（から
くり玩具研究家）による実演が行われます。
　また、富山土人形とからくり玩具の即売コ
ーナーも併設します。
期間　３月21日(水･祝)～４月６日(金)
　　　　※期間中無休
時間　午前10時～午後６時
会場　中野陣屋･県庁記念館
問い合わせ先
中野陣屋・県庁記念館　�(23)２７１８
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�Eメール info@city . nakano . nagano . j p �広報なかの 平成19年３月１日発行 �発行 中野市 �編集 総務部庶務課 �印刷 高錦堂印刷所

中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課
　　 　  子 ど も 課

����

�������

��������
（平成19年２月１日現在） （平成19年２月１日現在）

人　口　４６,５０６人（－44）
　男　　２２,４８８人（－２）
　女　　２４,０１８人（－42）
世帯数　１４,８２３戸（－２）

�������
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

18年11月生まれ３月13日�
３か月
健 診

18年７月生まれ３月14日�７か月
健 診

17年８月生まれ３月16日�
１歳 
６か月
健 診

17年２月生まれ３月12日�２ 歳
健 診

16年２月生まれ３月15日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

ポリオ（小児マヒ）

受付時間／午後１時～１時50分

<中野保健センター>
４月９日�…日野、延徳、長丘、科野、倭
　　10日�…平野
　　12日�…高丘、平岡
　　13日�…中野
<豊田保健センター>
４月11日�…豊田地域

３か月～１歳６か月の乳幼児
(７歳６か月未満まで接種可能)
※６週間以上あけて２回接種
※下痢をしている場合は、治って
　から受けましょう。

対
象 
・ 
接
種
方
法

�22－2111 内線242
�22－2111 内線356
�38－3111 PHS6120
�38－3111 PHS6118

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに ９ 時～17時。日・祝日のみ) 
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(渡辺強・ゆかりさん 越)

������   くん （３歳１か月）
せい や

��������

期日／３月19日�
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月
内容／赤ちゃん体操と、離乳食につ
　　　いて

期日／４月13日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳
内容／妊娠の経過と起こりやすい異
　　　常、妊産婦の栄養（試食）

����
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

期日／３月13日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成18年11月生まれ
※３か月健診時に行います。

※豊田地域の方も、中野保健センタ
ーで接種を受けられます。
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　５月から始まる「結核・肺がん
検診」より、市が実施する各種健
(検)診の会場受付にて、受診料を
現金で納めていただくようになり
ます。
　これは、各種健(検)診を受診さ
れる方と、受診されない方との行
政サービス受益の公平性から、受
診される方には健(検)診委託料の
一部をご負担いただくことが相応
という判断によるものです。
　ただし、平成20年３月31日現在
の年齢が、満70歳以上（結核・肺

がん検診については満65歳以上）
の方や、生活保護受給世帯の方で
４月以降に中野市福祉事務所が発
行した生活保護受給世帯員である
旨の証明書を各会場の受付へ提示
された方については、無料となり
ます。
　詳しい内容については、市役所
健康長寿課または豊田支所健康福
祉課にお問い合わせいただくか、
広報なかの２月号・健(検)診のご
案内・健康カレンダー・市の公式
ホームページをご覧ください。
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あなたとわたし　　未来への    ２ ０ ０ ７.３  №８

　　　＜中野市男女共同参画計画＞

　　　　　　　　　　「共にいきいき　なかのプラン」

　　　　　すべての市民が、性別にかかわらず
　　　　　　　　　　お互いの生き方を尊重し合い、
　　　　　　　　　　　　　　　個性豊かに生きることができる
　　　男女共同参画社会の実現をめざします。
　この計画の目標達成に向けて身近なところから実践しましょう。

� � �

“あいとぴあ”男女共同参画啓発かるた

１　交 差 点
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（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理

念
を
定
め
、
市
、
市
民
、
事
業
者
及
び

地
域
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

�
　

男
女
共
同
参
画
社
会　

男
女
が
、

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が

均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的

及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と

が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う

べ
き
社
会
を
い
う
。

�
　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

継
続
的
な
人
間
関
係
に
お
い
て
、

優
位
な
力
関
係
を
背
景
に
、
相
手
の

意
思
に
反
し
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言

動
を
い
う
。

�
　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス　

配
偶
者
、
恋
人
そ
の
他
親
密
な

関
係
に
あ
る
者
に
よ
る
身
体
的
、
心

理
的
若
し
く
は
性
的
な
危
害
又
は
そ

の
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
、
経
済
的
虐

待
、
社
会
的
隔
離
等
を
い
う
。

�
　

市
民　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
、

勤
務
す
る
者
及
び
在
学
す
る
者
を
い
う
。

中
野
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例 （
抜
粋
）



　交 差 点　２

�
　

事
業
者　

個
人
又
は
法
人
そ
の
他

の
団
体
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
に
お

い
て
事
業
を
行
う
も
の
を
い
う
。

�
　

地
域
団
体　

区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
の
他

一
定
の
地
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者

で
組
織
さ
れ
た
団
体
で
あ
っ
て
、
そ

の
区
域
の
住
民
相
互
の
共
同
活
動
を

行
っ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

�
　

積
極
的
格
差
是
正
措
置　

社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
活
動
に

参
画
す
る
機
会
の
男
女
間
の
格
差
を

改
善
す
る
た
め
、
男
女
の
い
ず
れ
か

一
方
に
対
し
、
活
動
に
参
画
す
る
機
会

を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
い
う
。

　

（
基
本
理
念
）

第
３
条　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て

推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
　

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
重

ん
ぜ
ら
れ
、
男
女
が
性
別
に
よ
る
差

別
的
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

そ
の
個
性
が
尊
重
さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
。

�
　

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

等
に
よ
る
社
会
の
制
度
又
は
慣
行
が
、

あ
ら
ゆ
る
人
の
自
由
な
選
択
に
対
し

て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う

配
慮
さ
れ
る
こ
と
。

�
　

男
女
が
共
に
社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、
市
に
お
け
る
政
策
又
は

民
間
の
団
体
に
お
け
る
方
針
の
立
案

及
び
決
定
に
共
同
し
て
参
画
す
る
機

会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

�
　

家
族
を
構
成
す
る
男
女
が
、
相
互

の
協
力
と
地
域
及
び
社
会
の
支
援
の
下

に
、
子
育
て
、
介
護
そ
の
他
の
家
庭
生

活
及
び
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
に
お

い
て
対
等
に
責
任
を
分
担
す
る
こ
と
。

　

平
成
十
八
年
十
二
月
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

の
基
本
的
な
考
え
や
市
、
市
民
、
事

業
者
、
地
域
団
体
の
責
務
等
を
明
ら

か
に
し
、
市
の
施
策
の
基
本
と
な
る

事
項
を
定
め
た
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
本
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

こ
の
条
例
の
基
本
的
な
考
え
の
要

旨
は
次
の
基
本
理
念
の
と
お
り
で
す
。

 
７
つ
の
基
本
理
念

１　

男
女
差
別
の
禁
止
、
個
性
の
尊

重
、
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
機

会
の
確
保
を
し
ま
し
ょ
う
。

２　

男
性
・
女
性
で
異
な
る
役
割
を

与
え
、
そ
の
役
割
の
遂
行
を
期
待

す
る
意
識
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

性
別
に
よ
る
か
た
よ
り
に
つ
な
が

る
し
き
た
り
・
慣
習
に
つ
い
て
見

直
し
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

３　

男
女
が
対
等
に
、
立
案
、
決
定

に
参
画
す
る
機
会
を
確
保
し
ま
し

ょ
う
。

４　

家
庭
に
お
け
る
家
事
等
と
社
会

に
お
け

る
仕
事

等
の
ど

ち
ら
も

男
女
が

対
等
に

責
任
を

分
担
し

ま
し
ょ
う
。

５　

男
女
間
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
暴

力
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
主
に
力

の
強
い
男
性
か
ら
女
性
に
ふ
る
わ

れ
る
暴
力
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

い
か
な
る
時
も
、
い
か
な
る
理
由

が
あ
ろ
う
と
暴
力
は
犯
罪
で
す
。

６　

安
全
な
性
生
活
を
営
み
、
子
ど

も
を
い
つ
何
人
産
む
か
、
ま
た
は

産
ま
な
い
か
な
ど
を
、
当
事
者
で

あ
る
女
性
に
幅
広
い
自
己
決
定
権

を
認
め
、
女
性
の
生
命
の
安
全
や

健
康
を
重
視
し
ま
し
ょ
う
。

７　

世
界
各
国
の
男
女
共
同
参
画
の

状
況
を
み
る
と
日
本
は
先
進
国
と

は
い
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
際
的
な
取
組
を
把
握
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
進
む
方
向
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

中中中中中中中中中中中中中中中中
野野野野野野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市
男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画画画画画画画
推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進
条条条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例例例
をををををををををををををををを
制制制制制制制制制制制制制制制制
定定定定定定定定定定定定定定定定
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた
。。。。。。。。。。。。。。。。

中
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
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中
野
市
の
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
の
促
進
に

関
す
る
施
策
を
推
進
す
る

上
で
必
要
な
こ
と
を
調
べ
、

審
議
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
で

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
に
関
心
あ
る
方
。

募
集
人
数　

二
名
以
内

任
期　

二
年

募
集
期
限　

平
成
十
九
年

三
月
三
十
日�

応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・「
男
女
共
同
参

画
に
思
う
こ
と
」
を
四
〇

〇
字
程
度
に
書
き
直
接
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
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３　交 差 点

�
　

あ
ら
ゆ
る
場
か
ら
男
女
間
に
お
け

る
暴
力
を
根
絶
す
る
こ
と

�
　

生
涯
に
わ
た
る
性
並
び
に
妊
娠
及

び
出
産
を
含
む
生
殖
に
関
す
る
事
項

に
関
し
、
男
女
が
互
い
の
意
思
を
尊

重
し
、
共
に
健
康
な
生
活
を
営
む
権

利
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
。

�
　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
が
国
際
社

会
に
お
け
る
取
組
と
密
接
な
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
配
慮
す
る
こ
と

　

（
市
の
責
務
）

第
４
条　

市
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
の
促
進
に
関
す
る
施
策

を
策
定
し
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
市
民
の
責
務
）

第
５
条　

市
民
は
、職
域
、教
育
、地
域
、家

庭
そ
の
他
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
相

互
に
協
力
し
て
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
促
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２　

市
民
は
、
市
が
実
施
す
る
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
の
促
進
に
関
す
る
施

策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

（
事
業
者
の
責
務
）

第
６
条　

事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ

と
り
、
男
女
が
共
同
し
て
そ
の
事
業
活

動
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
及

び
職
業
生
活
に
お
け
る
活
動
並
び
に
家

庭
生
活
そ
の
他
の
活
動
を
両
立
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
を
整
備
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

事
業
者
は
、
市
が
実
施
す
る
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
促
進
に
関
す
る

施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

中中中中中中中中中中中中中中中中
野野野野野野野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市
男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画画画画画画画
社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会
づづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりり
事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
をををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたた
。。。。。。。。。。。。。。。。

中
野
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
共
に
い
き
い
き
市
民
の
つ
ど
い
」

が
十
二
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
実
行
委
員
と
し
て
中
野
青
年
会

議
所
か
ら
参
加
し
た
池
田
亨
さ
ん
に

感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

圧
倒
さ
れ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
お
話
で
し
た
。

　

高
齢
で
も
頑
張
っ
て
仕
事
さ
れ
て

い
る
女
優
さ
ん
の
「
信
じ
る
こ
と
が

元
気
や
美
し
さ
を
保
つ
」
や
、
仕
事
も

人
を
愛
す
る
こ
と
も
「
一
生
懸
命
さ
が

周
り
に
何
か
素
晴
ら
し
い
価
値
を
伝

え
る
」
と
い
っ
た
楽
し
い
お
話
で
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
第

一
歩
は
人
に
対
す
る
思
い
や
り
で
あ

る
こ
と
を
学
ん
だ
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
知

る
お
話
の
セ
リ
フ
に
「
女
々
し
い
ヤ

ツ
」「
嫁
の
も
ら
い
手
が
無
い
」
等
、

つ
い
つ
い
感
情
的
に
な
る
と
使
っ
て

し
ま
い
が
ち
な
言
葉
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
最
後
は
お
互
い
を
尊
重
し
、

思
い
や
る
こ
と
が
何
よ
り
も
ハ
ッ
ピ

ー
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。
そ

ん
な
人
形
劇
で
し
た
。

　

日
ご
ろ
、
夫
婦
・
友
達
・
仲
間
同
士

等
の
会
話
の
中
で
何
の
意
識
も
無
く

使
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
、
相
手
を
傷
つ

け
る
会
話
や
言
葉
使
い
が
、
分
か
り
易

い
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
パ
ネ
ル
で
展

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
な
か

の
男
女
共
生
市
民
会
議
が
制
作
し
た

も
の
で
、
見
る
人
に
相
手
を
思
い
や
る

こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
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「
ス
テ
キ
な
出
会
い
を
あ
り
が
と

う
」〜
い
い
女 
い
い
男
大
集
合
〜
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▲池田亨さん

▲熱弁をふるう桑原征平さん

▲人形劇のようす

▲パネルをみる入場者



ご意見、ご感想、お問い合わせ、男女共同参画社会について、身近な問題等をお寄せください。　
　中野市男女共同参画推進室　〒383－8614 中野市三好町 1－3－19
　　　　電話 0269－22－2111 内線 254　ファックス 0269－22－5923　有線 23404
　　　　ホームページ
　　　　メール

http://www.city.nakano.nagano.jp/ 
danjo@city.nakano.nagano.jp　　

　交 差 点　４

　

（
地
域
団
体
の
責
務
）

第
７
条　

地
域
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の

っ
と
り
、
そ
の
構
成
員
の
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
解
消
し
、

そ
の
運
営
又
は
活
動
に
関
す
る
方
針
の

立
案
及
び
決
定
に
男
女
が
共
同
し
て
参

画
で
き
る
体
制
並
び
に
男
女
が
平
等
に

能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

地
域
団
体
は
、
市
が
実
施
す
る
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
促
進
に
関
す

る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

（
禁
止
行
為
）

第
８
条　

何
人
も
、家
庭
、職
場
、学
校
、地

域
社
会
等
に
お
い
て
、
男
女
の
人
権
を

侵
害
す
る
次
の
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。

　
�
　

性
別
に
よ
る
差
別
的
取
扱
い

　
�
　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
�
　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

　

（
表
現
上
の
留
意
事
項
）

第
９
条　

何
人
も
、
公
衆
に
表
示
す
る
情

報
に
お
い
て
、
次
の
表
現
を
行
わ
な
い

よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
�
　

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
レ
ス
等
を
助
長
す
る
表
現
及
び

連
想
さ
せ
る
表
現

　
�
　

過
度
の
性
的
な
表
現

第
２
章　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

促
進
に
関
す
る
基
本
施
策

　

略
第
３
章　

中
野
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

　

以
下
略

　

こ
の
条
例
は
、
平
成　

年
４
月
１
日
か

19

ら
施
行
す
る
。

　

平
成
十
八
年
年
度
の
中
野
市
に
お

け
る
女
性
の
審
議
会
等
へ
の
登
用
率

は
、
四
月
一
日
現
在
で
二
十
九
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　

三
月
は
団
体
等
の
役
員
が
改
選
さ

れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

男
性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
に
と

ら
わ
れ
な
い
役
員
選
出
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
男
性
ば
か
り
の
役
員
に
は

女
性
を
、
女
性
ば
か
り
の
と
こ
ろ
へ

は
男
性
を
選
出
す
る
と
新
し
い
雰
囲

気
で
、
よ
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
活
性
化

に
繋
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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悩
み
が
あ
っ
て
、
夜
中
に
目
が
覚

め
た
り
、
眠
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
な
っ
た
ら
医
師
に
相
談
す
る

の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
と

り
あ
え
ず
誰
か
に
話
を
聴
い
て
ほ
し

い
と
思
っ
た
ら
、
女
性
相
談
窓
口
へ

電
話
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

話
を
聴
い
て
も
ら
っ
た
ら
気
が
晴

れ
た
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
話
を
し

て
い
る
う
ち
に
自
分
の
気
持
に
整
理

が
つ
き
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
が
わ

か
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　

一
番
よ
く
な
い
の
が
、
誰
に
も
言

わ
ず
自
分
を
責
め
る
こ
と
や
誰
か
を

恨
む
と
い
う
こ
と
を
心
の
な
か
で
繰

り
返
す
こ
と
で
す
。

　

不
満
を
自
分
の
な
か
に
押
し
込
め

て
も
消
え
ま
せ
ん
。
心
や
体
の
不
調

と
し
て
表
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

誰
か
に
話
し
、
小
さ
な
不
満
の
う
ち

に
小
爆
発
さ
せ
て
お
く
の
も
必
要
な
こ

と
で
す
。

　

ご
相
談
は
、
女
性
相
談
窓
口
で
扱

っ
て
お
り
ま
す
。
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�相談日及び相談時間　月・水・金曜日

電話相談　午前９時～午後５時まで

　　　　　電話番号は２３―４８１０ （シンパイゼロ）心配ゼロと覚えてください。

面接相談  午前９時～午後１時 ※要予約

　　　　　★専門の女性相談員が女性の様々な悩みの相談をお受けしております。

中
野
市
の
審
議
会
等
へ
の

女
性
の
参
画
状
況
に
つ
い
て



　

三
月
六
日
は
、
啓
蟄
（
け

い
ち
つ
）。啓
蟄
と
は
冬
の
間
、

土
に
も
ぐ
っ
て
い
た
虫
が
春

に
な
っ
て
出
て
く
る
こ
と
。

す
な
わ
ち
、
冬
の
終
わ
り
か

ら
春
の
初
め
の
暖
か
く
な
っ

て
き
た
時
候
を
言
い
ま
す
。

　

啓
蟄
な
ど
と
い
う
難
し
い
言
葉
に

出
会
っ
た
と
き
、
重
宝
す
る
の
は
や

っ
ぱ
り
辞
書
。
広
辞
苑
に
よ
る
と
、

『
け
い
ち
つ
【
啓
蟄
】
…
（
蟄
虫
、

す
な
わ
ち
冬
ご
も
り
の
虫
が
は
い
出

る
意
）
二
十
四
節
気
の
一
。
太
陽
の

黄
経
が
三
四
五
度
の
時
で
、
陰
歴
二

月
の
節
。
太
陽
暦
の
三
月
六
日
前
後
。

驚
蟄
。〈
季
・
春
〉』
と
あ
る
。
か
え

っ
て
難
し
い
言
葉
が
啓
蟄
の
虫
の
よ

う
に
ぞ
ろ
ぞ
ろ
出
て
き
て
し
ま
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
季
は
一

雨
降
る
ご
と
に
気
温
が
上
が
っ
て
ゆ

き
、
春
に
近
づ
い
て
い
く
。
日
差
し

も
徐
々
に
強
く
な
っ
て
く
る
。

　

そ
し
て
、
春
分
の
日
。
昔
の
人
は

こ
の
日
を
「
自
然
に
感
謝
し
春
を
祝

福
す
る
日
」
だ
と
感
じ
て
い
た
ら
し

い
。
冬
眠
を
し
て
い
た
生
物
が
動
き

始
め
、
人
の
生
活
に
も
新
し
い
希
望

と
活
力
が
も
た
ら
さ
れ
る
時
季
。
そ

し
て
、
北
信
濃
に
も
春
の
足
音
が
聞

こ
え
て
く
る
頃
。

　
　
　
　

（
Ｈ
・
Ｋ
）

�� 文 化 な か の／07.3

　　　　“まぜて　こねて　くみあわせて　のばして――　　　　　
　　　　　　北信地方の郷土食 やしょうまづくり”
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数
十
年
に
一
度
と
い
う
暖
冬
で
、
草
や
木
も

い
つ
も
よ
り
早
い
春
の
訪
れ
に
戸
惑
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　

毎
年
三
月
は
、
卒
業
式
や
年
度
末
で
幾
つ
か

の
別
れ
が
あ
り
ま
す
。
一
年
の
う
ち
で
も
、
一

番
涙
も
ろ
く
な
る
そ
ん
な
時
季
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

う
れ
し
い
涙
に
悲
し
い
涙
、
人
生
を
左
右
す

る
こ
の
時
期
に
は
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　　

め
ぐ
る
季
節
の
中
で
、
春
は
自
然
に
も
私
達

に
も
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

次
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
羽
ば
た
く
時
で
す
。

一
度
し
か
な
い
人
生
、
自
分
を
見
失
わ
ず
目
標

を
持
っ
て
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
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中 野 市 公 民 館
(中央･北部･西部･豊田)

高 齢 者 大 学

　

中
野
市
公
民
館
の
「
高
齢
者
大

学
」（
豊
田
公
民
館
は
高
齢
者
学
級
）

は
、
高
齢
者
の
皆
様
の
学
習
意
欲

に
そ
え
る
講
座
を
構
成
し
、
学
習

活
動
を
と
お
し
て
心
豊
か
な
生
活
、

生
き
生
き
と
日
々
お
過
ご
し
い
た

だ
け
る
よ
う
な
講
座
を
め
ざ
し
て

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
全
館
合
わ
せ
て
八

十
講
座
を
計
画
し
、
二
月
末
ま
で

に
七
十
七
講
座
が
終
了
、
延
べ
三

四
五
四
人
の
皆
さ
ん
が
受
講
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
今
年
度
各
館
で

開
講
し
た
講
座
内
容
、
実
施
状
況

な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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中
央
公
民
館
の
高
齢
者

大
学
は
、
県
か
ら
「
長
野

県
老
人
大
学
北
信
学
部
中

野
地
区
学
園
」
の
認
定
を

受
け
て
、
四
月
か
ら
三
月

ま
で
年
間
を
通
じ
全
十
七

回
の
講
座
を
開
講
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
登
録
受
講

者
は
一
七
六
人
（
男
性
十
三
人
、
女

性
一
六
三
人
）
で
、
七
〇
代
が
最
も

多
く
、
最
高
齢
者
は
九
〇
歳
。
受

講
者
の
中
に
は
、
毎
年
受
講
さ
れ

て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

十
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一

ヵ
月
間
は
、
自
主
運
営
に
よ
る
ク

ラ
ブ
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
（
内

容
は
、
ち
ぎ
り
絵
、
絵
手
紙
、
書
道
、

お
ど
り
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ

で
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
の
は
、
中
央
公
民
館
の
み
）。

受
講
者
の
ほ
と
ん
ど
が
い
ず
れ
か

の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
趣
味
の
世

界
と
友
人
の
輪
を
広
げ
、
生
き
生

き
と
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。
三
月
十
五
日
の
修
了
式

で
、
そ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

　

な
お
、
ち
ぎ
り
絵
、

絵
手
紙
、
書
道
の
各

ク
ラ
ブ
の
制
作
作
品

は
、
三
月
末
ま
で
中

央
公
民
館
一
階
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

�����

毎回真剣なまなざしで熱心に聴講されていました毎回真剣なまなざしで熱心に聴講されていました

おどりクラブの練習風景おどりクラブの練習風景

〔
開
設
期
間
〕 
４
月　

日
〜
３
月　

日

27

15

① 
音
楽
鑑
賞

　
  
声
楽
家  
桑
原
伊
づ
み 
先
生 
他

②
「
三
つ
の
声
の
育
つ
家
庭
―
認
知

　
　

症
な
ど
に
な
っ
て
た
ま
る
か
」

　
　

元
中
野
市
立
図
書
館
長

　
　
　
　
　
　
 
芳
川 
公
勇　

先
生

③
「
ス
ト
レ
ッ
チ
で
心
身
快
調
」

　
　

元
中
野
小
学
校
長

　
　
　
　
　
　
 
嘉
生 
稀
宗　

先
生

④
「
日
本
史
に
み
ら
れ
る
仏
教
文
化
」

　
　

前
山
ノ
内
町
中
央
公
民
館
長

　

堀
越 
康
宗　

先
生

⑤
「
庶
民
の
生
活
と
駆
込
寺
」

　
　

永
田
小
学
校
長
　

樋
口 
和
雄　

先
生

⑥
「
星
空
の
バ
イ
オ
リ
ン
」 （
映
画
鑑
賞
）

⑦
「
郷
土
食
の
伝
承
を
通
し
て
食
育
を

　
　

考
え
る
」

　
　

長
野
県
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　

会
長　

原　

楫　

先
生

⑧ 
「
中
野
市
周
辺
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
」

　
　

長
野
県
信
濃
美
術
館 
学
芸
員

　
　
　

渡
辺 
美
保　

先
生

⑨
「
今
、
学
校
で
は
…
」

　
　

長
丘
小
学
校
長

　
　
　
　
　

水
野
れ
い
子　

先
生

⑩
「『
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
と
共
に
音
楽
を
楽

　
　

し
む
ひ
と
と
き
」

　
　

ハ
ー
モ
ニ
ー
代
表

　
　
　

倉
品 
裕
子　

先
生 
他

⑪
「
趣
味
を
通
し
て
人
生
を
考
え
る
」

　
　

元
中
山
晋
平
記
念
館
長

小
古
井
嘉
幸　

先
生

⑫
「
何
と
な
く
遠
い
ア
フ
リ
カ
、
で
も

　
　

何
か
面
白
そ
う
」

　
　

信
州
大
学
教
育
学
部 
教
授

　
　
　

阿
久
津
昌
三　

先
生

⑬
「
今
、
中
野
市
で
は
…
」

　
　

青
木　

一　

中
野
市
長

⑭ 
初
笑
い
新
春
落
語

　
　

中
野
市
落
語
研
究
会
の
皆
さ
ん

⑮
「
我
が
家
の
戦
争
体
験
」

　
　

高
井
地
方
史
研
究
会 
常
任
委
員

三
澤 
政
博　

先
生

⑯
「
納
得
が
い
く
日
・
日
で
あ
り
た
い
」

　
　

元
長
野
市
教
育
長

　
　
　
　

奥
村 
秀
雄　

先
生

⑰
「
青
い
山
脈
」（
映
画
鑑
賞
）

《
ク
ラ
ブ
活
動
》
お
ど
り
・
カ
ラ
オ
ケ

・
絵
手
紙
・
ち
ぎ
り
絵
・
書
道
・
コ
ー

ラ
ス
の
六
ク
ラ
ブ
で
各
六
回
活
動

 
〔
開
講
期
間
〕 　

月
５
日
〜
２
月　

日

12

20

①
「
あ
な
た
が
ね
ら
わ
れ
る
悪
質
商
法
」

　
　

長
野
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 
主
幹

　
　
　
　

北
村
き
ぬ
子　

先
生

②
「
高
齢
者
と
健
康
」

　
　

長
野
県
短
期
大
学 
教
授

　
　
　
　
　

張　

勇　

先
生

③
「
元
気
の
も
と 
お
と
ど
け
し
ま
す
」

　
　

う
た
ご
え
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

神
谷 
有
子　

先
生

④
「
伊
豆
の
踊
子
」（
映
画
鑑
賞
）
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●
歌
っ
て
笑
っ
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

歌
は
い
い
で
す
ね
。 若
い

頃
に
心
が
戻
り
、
体
も

ほ
ぐ
れ
時
間
の
経
つ
の

も
忘
れ
て
歌
い
ま
し
た
。

高
齢
者
大
学
に
行
く
の

が
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。 （
第
三
回
）

●
高
齢
者
大
学
に
参
加
し
た
か
ら

こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
わ
か
り
、
よ
い

時
間
で
し
た
。（
第
六
回
）

●
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
、
高
齢
者
大
学
で
学
ん
だ

知
識
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
、
い

ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
よ
く
守
り
、
少
し
で
も

実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
第
八
回
）

�����

楽しくてためになる講座をたくさん開講しました楽しくてためになる講座をたくさん開講しました
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西
部
公
民
館
で
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
毎
日
元
気
で
は
つ
ら
つ

と
、
笑
い
が
絶
え
ず
、
生
き
が
い

を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
、
農
閑
期
と
な
る
十
二
月
か

ら
三
月
ま
で
の
午
後
の
時
間
帯
に

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
一
回
、
第
八
回
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
家
庭
や
地

域
で
安
全
で
安
心
し
て
暮
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
救
急
救
命
と
防

災
訓
練
を
講
座
に
取
り
入
れ
、
た

い
へ
ん
好
評
で
し
た
。
今
年
度
初

め
て
受
講
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
ど

の
講
座
も
心
配
し
て
い
た
ほ
ど
難

し
く
な
く
、
と
て
も
よ
か
っ
た
」

と
の
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

かわいい和紙のひな人形をつくりました（第９回）かわいい和紙のひな人形をつくりました （第９回）

　

豊
田
公
民
館
で
は
、

今
年
度
全
五
回
の
高
齢

者
学
級
を
開
設
し
ま
し

た
。
第
一
回
か
ら
回
を

追
う
ご
と
に
、
大
勢
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
回
「
一
緒
に
歌

お
う
、
あ
の
頃
・
あ
の
時
の
歌
」

の
講
師
の
神
田
加
奈
登
先
生
は
、

時
代
を
代
表
す
る
思
い
出
の
歌
を

選
ん
で
き
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
時

代
の
思
い
出
を
お
話
い
た
だ
き
な

が
ら
、
全
員
で
合
唱
を
楽
し
み
ま

し
た
。
当
日
は
、
五
十
五
人
が
受

講
さ
れ
、
皆
感
激
の
ひ
と
時
を
過

ご
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。
講
座
終

了
後
、
皆
さ
ん
か
ら
は
、
新
年
度

も
続
け
て
欲
し
い
と
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

�����
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毎日体を動かして毎日体を動かして心心身ともに健康に身ともに健康に
（第４回 「心と体の体操」）　　　  （第４回 「心と体の体操」）

⑤
「
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ
る
た
め
に
」

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　

斎
藤 
義
人　

先
生

⑥
「
林
芙
美
子
・
恋
と
宿
命
の 『
放
浪
記
』」

　
　

長
野
大
学 
非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　

山
本 
秀
麿　

先
生

⑦
「
下
高
井
唱
歌
の
誕
生
」

　
　

元
中
野
市
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　

岩
戸 
貞
彦　

先
生

⑧
「
高
齢
者
と
介
護
保
険
制
度
」

　
　

中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　

介
護
保
険
事
業
局
次
長

田
村 
安
則　

先
生

⑨
「
生
活
の
中
の
化
学
」

　
　

長
野
県
短
期
大
学 
助
教
授

　
　
　
　
　

鈴
木 
恒
夫　

先
生

⑩
「
健
康
食
品
に
つ
い
て
考
え
る
」

　
　

長
野
県
短
期
大
学 
教
授

　
　
　
　

志
塚
ふ
じ
子　

先
生 

〔
開
講
期
間
〕 　

月
８
日
〜
３
月
２
日

12

① 
救
急
救
命
講
習
会

　
 
岳
南
広
域
消
防
本
部
中
野
消
防
署
員

② 
作
詞
家
「
高
野
辰
之
」
を
語
る

　
　

元
高
野
辰
之
記
念
館
長

　
　
　
　

高
野　

源　

先
生

③ 
落
語
鑑
賞
会

　
　

中
野
市
落
語
研
究
会
の
皆
さ
ん

④ 
新
春　

邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

こ
と
の
音
会本

田
雅
瑞
慧
さ
ん 
他

⑤
「
星
空
の
バ
イ
オ
リ
ン
」 （
映
画
鑑
賞
）

⑥
「
声
を
出
し
て
健
康
に
な
ろ
う
」

　
　
　

小
島
佐
和
子　

先
生

⑦
「
お
天
気
の
お
話
」

　
　

元
気
象
庁
職
員
　

須
田 
弘
文　

先
生

⑧ 
防
災
訓
練
講
習
会

　
 
岳
南
広
域
消
防
本
部
中
野
消
防
署
員

⑨
「
和
紙
で
雌
雛
人
形
を
作
り
ま
し
ょ
う
」

　
　
　
　

山
口 
元
江　

先
生

⑩
「
手
品
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

　
　
　
　
　

安
藤 
照
治　

先
生

⑪
「
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
と
運
動
に
つ

　
　

い
て
」

　
　

北
信
総
合
病
院 
栄
養
科
長

　
　
　
　

園
原 
規
子　

先
生

　
　

同
病
院 
健
康
運
動
指
導
員

　
　
　
　

鈴
木 
美
樹　

先
生

⑫
「
病
気
の
予
防
に
つ
い
て
」

　

元
北
信
総
合
病
院
健
康
管
理
部
医
長

　
　
　
　
　
　

荒
井 
恵
子　

先
生

 
〔
開
講
期
間
〕 　

月　

日
〜
３
月
６
日

11

28

①
「
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
」

　
　

元
障
害
児
教
育
会
長

　
　
　

岡
田 
栄
一　

先
生

②
「
一
緒
に
歌
お
う　

あ
の
頃
・
あ
の

　
　

時
の
歌
」

元
教
員　

神
田
加
奈
登　

先
生

③
「
祖
父
母
の
役
割 
―
孫
へ
の
伝
言
」

　
　

元
中
野
市
教
育
長
・
文
芸
家

　
　
　

宮
川 
洋
一　

先
生

④
「
心
と
体
の
体
操
」

　
　

元
中
野
小
学
校
長
・
墨
絵
画
家

　
　
　

嘉
生 
稀
宗　

先
生

⑤
「
笑
顔
に
勝
る
化
粧
な
し
」

　
　

在
家
和
尚　

土
屋 
良
和　

先
生
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リ
ー
ス
の
会
は
、
平
成
十
五
年

三
月
、
四
人
の
有
志
と
清
水
名
保

美
先
生
の
指
導
の
も
と
、
発
足
し

ま
し
た
。

　

最
初
の
作
品
は
、
木
の
実
を
使

っ
た
リ
ー
ス
か
ら
で
し
た
。
ニ
ゲ

ラ
・
シ
ッ
ダ
ロ
ー
ズ
・
ね
こ
や
な

ぎ
・
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
・
メ
タ
セ
コ

イ
ヤ
・
瑠
璃
玉
ア
ザ
ミ
と
、
野
外

に
あ
る
自
然
素
材
で
作
り
ま
し
た
。

と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
素
敵
な
作
品

で
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
先
生

の
手
直
し
の
後
、
み
ん
な
で
展
示

し
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。

作
品
は
、
同
じ
材
料
で
も
何
故
か

十
人
十
色
。
個
性
が
あ
り
決
し
て

同
じ
作
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

人
の
意
外

な
面
を
知

る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

批
評
後
、
茶
話
会
に
入
り
ま
す
。

会
員
の
手
作
り
の
料
理
で
、
ま
た

話
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。
楽
し
い

ひ
と
時
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
「
次
回
を
お

楽
し
み
に
。」
と
別
れ
ま
す
。

　

会
員
の
年
齢
は
四
〇
代
か
ら
七

〇
代
と
幅
広
く
、
世
代
を
超
え
た

交
流
も
あ
り
ま
す
。
材
料
の
提
供
、

料
理
の
話
題
な
ど
、
会
員
同
士
教

え
た
り
教
え
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
三
日
曜
日
の
午
前
に
、

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

一
緒
に
活
動
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

代
表　

割
田　

惠
子
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五
箇
は
、
地
籍
が
大
字
中
野

字
五
箇
で
、
江
戸
時
代
か
ら
中

野
村
（
町
）
の
枝
郷
で
あ
り
、

ず
っ
と
五
〜
六
戸
の
小
集
落
で

あ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
に
西

条
村
が
中
野
町
へ
合
併
を
機
に

西
条
区
へ
編
入
さ
れ
た
。

　

こ
の
五
箇
に
中
野
陣
屋
の
処

刑
場
が
置
か
れ
て
い
た
。
江
戸

時
代
の
後
期
、
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
に
、
当
時
中
野
陣
屋

の
郡
中
代
を
務
め
て
い
た
綿
貫

市
右
衛
門
が
、
仕
置
場
の
露
と

消
え
る
人
達
を
哀
れ
み
、
供
養

の
た
め
に
今
の
五
箇
地
蔵
尊
を

建
立
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
処

刑
は
毎
年
の
よ
う
に
行
な
わ
れ

て
い
た
と
い
い
、
な
か
に
は
哀

れ
を
さ
そ
う
非
情
な
処
刑
も
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

明
治
三
年
の
中
野
騒
動
で
は
、

主
謀
者
等
と
さ
れ
た
二
十
八
名

も
の
処
刑
が
こ
こ
で
執
行
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
を
機
に
、
そ
れ
ま
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
参
詣
者
は
ぱ
っ

た
り
と
途
絶
え
、
い
つ
の
頃
か

地
蔵
尊
は
姿
を
消
し
て
い
た
。
昭

和
二
年
に
至
り
、
区
の
川
普
請
の

折
、
偶
然
に
も
近
く
を
流
れ
る
小

川
の
橋
下
か
ら
首
の
取
れ
た
姿

で
発
見
さ
れ
、
頭
部
も
そ
の
近
く

か
ら
捜
し
出
さ
れ
た
。

　

区
民
は
、
さ
っ
そ
く
補
修
し

て
元
の
場
所
に
安
置
し
、
昭
和

九
年
に
は
御
堂
も
建
て
、
毎
年

春
と
秋
の
縁
日
に
法
要
を
行
な

っ
て
い
る
。

小
野
澤　

捷

��

　

西
条
区
は
信
州
中
野
駅
南
の

開
発
等
が
進
み
、
現
在
は
八
百

戸
あ
ま
り
の
大
所
帯
の
区
で
す
。

区
は
六
つ
の
番
組
に
分
か
れ
て

い
て
、分
館
行
事
の
球
技
大
会
・

運
動
会
等
は
番
組
対
抗
で
行
わ

れ
、
毎
年
大
変
白
熱
し
ま
す
。

運
動
会
を
行
う
区
は
減
少
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
一
昨
年
度

よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
実
施
を

改
め
中
野
西
高
の
体
育
館
を
お

借
り
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
以

前
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
折
角

準
備
し
た
に
も
拘
ら
ず
徒
労
に

終
わ
る
事
も
有
り
ま
し
た
が
、

昨
年
は
余
計
な
心
配
を
す
る
必

要
も
無
く
安
心
し
て
行
事
を
進

め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
条
分
館
の
特
筆
す

べ
き
は
、
分
館
報
「
西
条
だ
よ

り
」
を
年
に
四
〜
五
回
発
行
し

て
い
る
点
で
す
。
育
成
会
の
行

事
か
ら
区
政
に
至
る
ま
で
幅
広

い
情
報
や
話
題
を
載
せ
、
区
の

動
向
を
記
録
し
た
貴
重
な
史
料

に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

創
刊
よ
り
一
六
〇
号
と
な
り
ま

し
た
。

　

大
き
な
区
で
す
か
ら
何
か
と

人
間
関
係
が
疎
遠
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
住
み
易
く
活
力
有
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
分
館
の

役
割
は
益
々
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成
十
八
年
度
西
条
分
館
長

倉
品　

納
男

西 条 分 館

�
�
�
�
�
�
�

リ
ー
ス
の
会

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

ソフトバレーボール大会ソフトバレーボール大会
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平
岡
地
区
新
井
出
身
で
、

現
在
、
山
梨
学
院
大
学
に
在

学
し
、
陸
上
競
技
の
競
歩
で

活
躍
し
て
い
る
藤
澤
勇
君

（
十
九
歳
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
、
東
京
・
明
治
神
宮

外
苑
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十

五
回
元
旦
競
歩
大
会
二
〇
ｋ

ｍ
競
歩
で
、
タ
イ
ム
は
一
時

間
二
十
三
分
七
秒
を
記
録
し
、

世
界
陸
上
Ａ
標
準
（
大
会
指

定
の
参
加
標
準
記
録
）
に
、

あ
と
七
秒
に
迫
る
好
タ
イ
ム

で
二
位
と
な
っ
た
。
こ
の
記

録
は
、
平
成
十
八
年
度

国
内
ラ
ン
ク
三
位
の

タ
イ
ム
。
二
月
か
ら
は
、

今
年
箱
根
駅
伝
で
活

躍
し
た
佐
藤
悠
基
選

手
（
東
海
大
）
と
と
も

に
中
国
合
宿
に
参
加

し
、
三
月
の
ア
ジ
ア
競

歩
選
手
権
、
そ
し
て
世

界
陸
上
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
る
。

　

中
学
生
の
時
、
箱
根

駅
伝
を
テ
レ
ビ
で
見

て
「
い
つ
か
は
俺
も
箱

根
を
走
り
た
い
」
と
、

そ
れ
か
ら
陸
上
一
筋
。

高
社
中
学
三
年
か
ら

中
高
代
表
と
し
て
県

縦
断
駅
伝
に
参
加
。
中

野
実
高
二
年
か
ら
競

歩
を
本
格
的
に
始
動
。

長
野
県
選
手
権
一
位
。

北
信
越
高
校
総
体
二
位
。
全

国
高
校
総
体
で
は
見
事
四
位

入
賞
。
そ
し

て
、
岡
山
国

体
に
出
場
し
、

五
位
入
賞
と

活
躍
。
昨
年
、

山
梨
学
院
大

学
に
進
学
し
、

同
郷
新
保
出

身
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場

�
�
�
�
�
�
�
�
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経
験
の
あ
る
柳
沢
コ
ー
チ
の

的
確
な
指
導
に
よ
り
記
録
を

大
幅
に
短
縮
。
昨
年
九
月
に

開
催
さ
れ
た
全
日
本
学
生
陸

上
競
技
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
で
は
、
見
事
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
。

　

父
、
一
さ
ん
は
語
る
。
高

校
時
代
、
毎
朝
六
時
に
起
き
、

毎
日
学
校
ま
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
し
て
体
を
鍛
え
て
い
た
。

継
続
す
る
こ
と
と
、
目
標
を

持
っ
て
真
面
目
に
努
力
し
た

成
果
が
記
録
に
も
現
れ
て
き

て
い
る
。
実
家
は
、
エ
ノ
キ

ダ
ケ
と
果
樹
栽
培
農
家
。
家

族
は
、
両
親
、
妹
、
弟
、
祖

父
母
。
祖
父
も
か
つ
て
駅
伝

の
中
高
代
表
で
あ
っ
た
。
是

非
、
大
き
な
目
標
に
向
か
っ

て
、
我
が
故
郷
の
星
、
藤
澤

勇
選
手
に
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
。

　

（
Ｍ
・
Ｆ
）

  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
分

館
の
広
報
活
動
促
進
を
目

的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
市
内
七

十
三
分
館
中
、
三
十
分
館

が
出
品
。
地
域
の
情
報
が

幅
広
く
掲
載
さ
れ
た
も
の
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
、

地
域
性
や
特
徴
の
あ
る
分

館
報
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
入
賞
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

最
優
秀
賞　
 
間
山
分
館 
（
館
報
ま
や
ま
）

優 
秀 
賞　
 
長
嶺
分
館 
（
長
嶺
分
館
報
）

優 
秀 
賞　
 
金
井
分
館 
（
か
な
い
）

企 
画 
賞　
 
西
条
分
館 
（
西
条
だ
よ
り
）

努 
力 
賞　
 
栗
林
分
館 
（
分
館
報
く
り
ば
や
し
）

　
 
同 
賞　
 
竹
原
分
館 
（
竹
原
区
民
新
報
）

　
 
同 
賞　
 
替
佐
分
館 
（
分
館
報
か
え
さ
）

�
館
報
ま
や
ま 
第
二
四
四
号
の
表
紙
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平
成
十
八
年
度
教
養
講
座

「
万
葉
集
を
読
み
味
わ
う
」（
講

師
／
信
州
大
学 
滝
澤
貞
夫 
名

誉
教
授
）
の
講
座
記
録
を
、
こ

の
度
一
冊
の
冊
子
に
ま
と
め
ま

し
た
。
ま
た
、
同
講
座
の
平
成

十
六
、
十
七
年
度
開
講
し
た
記

録
集
も
年
度
ご
と
に
ま
と
め
作

成
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
希
望
さ
れ
る
方
に
無
料
で

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
中
央
公
民
館
へ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。 �

�
�
�
�
�
�
�
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『文化なかの』に掲載させていただける寄稿文、
文芸などの作品を募集しております。掲載スペ
ースには限りがございますが、文化の香る豊か
な公民館報をめざし、“あなた”の作品をお待ち
しています。ふるってお寄せください!!
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今月の伝言板

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■高齢者学級⑤ 「笑顔に勝る化粧なし」
　お腹を抱えるほどの笑いと人生感動のお話。そして、
先生のアコーディオンで思い出の歌をともに歌いなが
ら、幸せをかみしめてみませんか。
日　時　３月６日(火) 午前10時～午前11時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　在家和尚　土屋 良和　先生
受講料・申込み　不要

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

■第26回中野市民書道展
　毎年、中野ひな市に併せて開催している市内の書道

愛好者の皆様の作品が一堂に会す市民書道展です。小

学生から一般の方まで奮ってご応募ください！

出品資格　市内在住・在勤している方、または、市内

　　　　　の書道グループに所属している方

出 品 数　１人１点まで（ただし、未発表の作品に限

　　　　　ります。）

作品規格　●一般の部（高校生を含む）

　　　　　　条幅半折の大きさで、裏打ち仮巻き着装

　　　　　●小中学生の部

　　　　　　条幅半折４分の１縦長書、裏打ちをしな

　　　　　　いで仮巻き着装

申 込 み　３月16日(金)までに所定の出品申込書に

　　　　　より中央公民館へお申込みください。

＜展示期間＞

３月31日(土)

　～４月１日(日)

午前９時～午後６時

＜展示会場＞

　中央公民館 講堂
≪今月号の表紙の写真≫ ２月３日、西部公民館の世代間
交流事業として開催したやしょうまづくりの講座風景

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から
��������

内　容　中央公民館高齢者大学クラブ活動で制作
　　　　した作品の展示 （絵手紙 ・ 書道 ・ ちぎり絵）

場　所　中央公民館１階 展示コーナー

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

月の展示コーナー 3

�����

����

昨年の小中学生の部展示会場昨年の小中学生の部展示会場

なかの21市民講座

講 演 会

悩める子どもたちを救い
　“いのち”と“感性”

を活かす教育を探る 

親親親親親親親親親親親親学学学学学学学学学学学学親学�����������������������������������������������
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日　時　 ��������( 日)  午 後２時～

会　場　����� 講堂
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������������������
����� �����	�	�	�	���

申
込
み
・
入
場
料
は
不
要
で
す

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

昭和25年生まれ。早稲田大学大学院修了後、スタンフォード
大学フーバー研究所客員研究員を経て、現在、明星大学教授、
親学推進協会理事長、親学会副会長。

中 野 市 豊 田 公 民 館
℡３８－２９２２

お問合せ先
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